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序にかえて

fIR合泣跡は117{利36年の冬， i庁!日大学教授尼崎 iOd'jt先'1'.

によ って発凡され.昭和137年以降数次にわたって発111111制作

がおこなわれま した 当時は発品1¥訓伐の14>:制も不完全で.

なみなみ主らぬJt労があ ったと Ilflき及んでおリます それ

にもまして.大きな成果を得ることができ.熊ti遺跡を世

にIlHされました

今問の凋Nは、 ;1』然のことな均、ら.尼崎怖じの業品11を」、

まえた新しい体制での)1:1I:!I;l)司伐にな っています。

どうして.こ のよ7な場所に山代先人の集治ができたの

であろ 7かという疑問に対して，総合的な分析をIJIiえるべ

く休日目lを税えたのです 20年に及ぶ疎月は，科乍の進Jt，を

4記'ib主せしめ.今や新しい Jjiよで新しい解釈がIJIIえられ

る時だと雌いしております 泣跡、の ö~味を知るための B式行

鈴設でもありました 新しく号本された待機を利用しての

調作は大fJ!UJJをおさめました I~Jj生する科学の発注によ っ

て(，;主;fdoられなか った土中の鉱物や刷物の調査も可能に

な っ たわけです。 jii跡のJ1~.解を深めるための民俗調作も充

実したものでした。

!f~ ll;立跡発11111，)，¥111'の円的は破i政皮上母峻f災iされてゆ<j泣i立I湖跡;の{保;吊止H

のみにとどまらす'六合村の未米を}止すえた，ili JJある遺

跡の保"正を，1きしております 遺跡、は水久に保直され.調

告によ って得られた新資料も生きた教材として末長<i吊用

されることをせつに噌む次第であリます。

最後に熊倉地跡、の発11:1i調1tに際しまして，終始あたたか

い御文jム御教t交をいただいた関係各{立に対しまして深甚

なる忠誠をこめて本占の斤にかえさせていただきます。

昭和59ir3 JJ 

J、合+倣fl委員会教町長中沢要ムjZ



本JFは‘昭和58年度文化財保有・J>.t賛同illh全の交付を受けて実権した. ffF.I.!.j VI~# ilfr1i，'、合村熊介J立跡町

発{回調査報告 I I }である 。 発J研i~~fil立六介村教 fì を li 会が主体となり守 11日制58年 7 月 25 nから 8JJ 31日まて

の間.約38日間で行なわれた 本 '1'業は昭如59年 3JI3HIで終了した
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図 1 熊書遺障の位置 (1 250，000)国土地理院r長野・高田J使用 O印が遺跡



l 熊倉遺跡の位置

能 fTiti跡は ー lIf馬県北附剖iに辿なる ~II日l地にあた

り iL~ .!f剖;人fT村大Tj'人山'(松討に戸片山する この

f.li!i:は出向に持する小iI咽Iとと LにJrt.l.!&県内此典郎

に{¥i:;目L.t;'，jt(JfH山町山総地';17にあたる また.

1-.1， f越国境の2000m級のJlI怖を境にして， ldlH，~山

ノ内町.栄村 新潟 Vr~ i-l)i i)~町などに ~1H ている

，'，'(; I~ 白 m山は照 l匂 2 165m て . t:: ，.::j lOOOm li;11五円山

給地f!? はさひしい山 H;.f~i慌を呈している とくに冬

l倒的fu'守zは数メ トルに Jfl....~;こと Lある み ー}j. -tf 

主川円支流である向砂111水系は山段を深〈似食l.

そこここに切り止った匝Irij'を形成させている

jjj跡の吋rli する人山地区1;1 ‘ リ113且iI~南秋山氏 ~t原

*JNのr，fJi画以riijは院の似品と科されて、 ‘"'1'問;とは全

〈陥絶された地域でもあ Jた

l現且f杭t.熊止f合tj逃自跡まて

カが、ある ひとつlはi可 国E飢Hμd別i'!周』申'料似lカか‘ら|μ凶}斗l陪E欽史ノ〈えて戸人

fT汁+ナに入るしグの〉てで♂， 言~1、か勺品 4、. 111代原. JlIllを

辿i蝕する ιのと 句 入山の1i:3泣かり tWL. 長'1'.小u

を世て熊什へのコ ースである。もう 万は. ，'，¥i I哨J

から 111群同鉱山大沢を号、て熊u'にすtるコーえである

とちらも 'Hで坦a路を約50分のfrf'，'である

2 1e兄 l作品大字のB淵1.:

II!H日36年の冬に 群.l.!j 大学尾崎 ~'{k !tk教1'2は熊 ú

ill跡をみれた 当時.I己的博 1:1主人介付教育長H会

の十円前を交けて.付内全械の県議主化財調伐を'土地

していた

熊f干の地は. .;\;1~ (J tu山の西給にあたり . 戦後の

IJUUi農民によ Jて開撃力、近み句広大なI!'HJtJ也力、Jfiか

れていた。この耕作地内にポツン . ボソンと 1"1J也ヵ、

みられ.その川辺には上叫が散乱Lていた 付近に

ある入山ノl、''1'校j亡山分校同先生が. このニとにiI¥百

を払っており ーl尾z崎尚|上一の未村に際してこの韓報iカか、1μム

えらtれLし‘ 1攻i見u地t也包~，J~:品訓~hi伐千付カがず斗f行丁わj[ることになつた 税J地也に

立つた尾山血"，射1

判判IJ:':定主し' 散<tするI可地は)'1'まりさらない1上}uhlであ

ると直感した 2

研究室にもどった同 lは，学生たちと綿世』な;出.Ji'l'

発掘調査の軌跡、

けl向を;，ーて . 翌37ij の夏に ~ 1 同の発Illll ，J，1 1iを 実施

した s淵1iは.その後も継私さiL.昭如38年 8月と

1，;139年 8} 1の 3次に 11，リ .fj:J，';)吐 6軒ヵ、;凋iをされ

ている H式なぷi作報告はよ刊向ままであるが，住

肘祉の耳代は 9 世紀末から 101It紀初~nにかけての L

のとされている

この 1!~tr ill跡的発比は. i.~: ，~"i 1 000 m以止 の高冷

I也の ， 'if~県都といっ地域性と . fU金;かI型まりきらず

に I'~J也として残っているという特殊性によって-1M

クロースアソフされた

3 f品作への道のり

t.i 馬県北阿部内山11¥j!也は， ここ卜数年米にわたって

て尚!かキャベソの紋r;¥が盛んに行われている 特に

戊間山舵が中'L、て日あるが jfr年にセってドl似山麓に

も止ぶようになった 昭和156年には熊介泣跡の地て同

L. ':;xr;'~" がhわれることにな っ た 高除、キャベツの

，/:¥(1;"，は，大別トラクタ による深耕が行われるとと

Lに，1十l水による|ー砂流失を防ぐための排作Ini向調

子が行われる、 この際に.rmuill跡内問地はことご

とく tl!!.的つくきれてしまった このことは，地元町

立化Hゎ、トロールIIによってnr同県教育委H会に朝l

;守されるとと ιに"、ft村教fiを以会は県教育委只

会止協;J"の主. f記，，~11It ;li を J見するための;J~伐を実地

することになった

4 調査の方針と組織

熊Uj立跡におけるl昭和56年度以降の発制調査の前

提は.J立湖、保存を rlll')にした迫榊分布範凶的確認調

伐にあ った また. f~ (f計幽策定にあたって次の資

料を得ること L中世?な 目的であり .'xの各テー7 を

，&i'1Zした

小熊fr遺跡の規校jjよび集越の存続年代の路定

②熊fT火山阪の給il~l とその分イ官城の調布および降下

年代のMi:.E

③熊合i且湖、の性格にl則する資料の収集活動

1 ml，，;'Jr!ーの発l!t;訓1i

2 )白Ili山腹における 遺跡分布の分析

3 )山t:日郎集治的生業を中心としたと主活復元

4 )民俗'下的方法による 遺跡、の性佑追究

④遺跡tm:d.2，h法の実験的研究

5 



火山民地におけるiti跡，淵先制f第'.人，J~I 1t

11] 辺II{{ニ究会 J;>;l'a; rli !I!I_主附究fift-，11円相56年911101I -昭和156年91)2511Hll W) 

'1、h，ldl( ef. H~ ~i~JI j1 li主文化1!1 調1tが主 cll1"1地音1>分の泣防隊認 ・J也府観祭凋fir凋1;内存

斉藤平IJI明11 位flE4F {作馬県教行委H会発1¥1¥111当

i卓品j，f)、応用地t'tl調作 'J(務所il')口JE史Hr 馬県教ff~n 会，調作只

以山手1)民主11 rli村勝夫J、介村教fi委ti会

山本iNJi] 11 

第 3次訓1t

II{~相58年71)2511-昭和59年31)31 fJ 

Jïì跡的範|剖!i~，:J2'1調1; . ru，拍U/';IIM，11i・

1IRiTJtI跡的'F./1li!虫館d2.(焼畑)，lJI.J1'i . iJll主

fHJ 

調1t内容

出l

lli ITI幾久

1則 nJiJ~

新チI'/;)A; 

11 

す数人:"l文'i部l''f:~ 

Itl同大Y調子k協力

み集結J曲に限lする民俗t朔査

~I~ ¥;: HIj絡第二r:':j校

~12 次 10M tt 

fí~ 1~'i ~五百;発I~ifii.当l昭和57年8JJl日~昭制158年3fJ31日出lj明

員rムtニメ'"11じ封in馬県教育委li会調1'i指導i且跡の範l同w，，2. ，)，¥I1i . r主肘N.発IltliJ司1i・調1i内容

洞1111史11 f出('f火山灰のう}{jj調1i

lll立tiiI附m-.rr:j校 阪11Itr崎県JIII政文化財調何事業[司松品栄tf;

古EFま

発If.MII当

市村勝美六合村教行委li会調住民健m馬県教育委li会調先指導

山本i，'jlIJ11 制rJ JE~11 

中村宇 fm 馬県、V女(-大"'f.Jlio 抗馬県J1t!.蔵文化財調1t'J. l;同

T ti:ii:b阪

藤原正、 L、

lijJifi大'{，淵Sit品11dj付勝美J、介村教行委H会;珂 1t只

山崎大学山本付'Jlij 11 

杉山氏一11 J克西山11 

早川由紀夫!.4u巨大，，'{:大ヴ院(院'1.)勉'fL!ll 都立大i下大学院(院'主)

勉回F
 

t
 

有1;立J.::"f:大マ院院生イヒ傾哲夫息苦肉大"1学生

小1;け'kr 昨日;Vr~}I ! ~i蔵文化財調作 ' J (業い11\1 村;?~ ( Irf防止し白立 子大'''t(学'1• .1 
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II 

1 火111山箆の地形

中川q'r十H山鹿は.新都一二紀かりlJe新世にかけての

火山科wを ~H:，にしておリ.山純一慌には帳々主火

山地形が観察される 熊;i'rill跡的、'r:J世する地帯は.

このっちの横手 I lI t持岩を )I~層にしており ， i<luiには

ローム1Mが被制している この付近骨?の際的:jIOOO

mj!Iくのところには品木JJ;I: 大 IJ;( ・間代限 ・ 谷沢J~(

などと II'!'ばれる比較的11;成な平日1)也カ、分布するが，

これはロ ム!百円、i:lこ礁府がみられる 1
1
.-から.かつ

ての河口可'j:Ji地形であるニとが判る しかし， JJU， 

では， (1砂川4'ificとの比川差は 300mにむおよび.

主流でも卜 I"jf)ttヵ、i並行しており， とり岐されたiuT

l主f!.，lI"は崩壊を約九リ j邑しつつ，fJU，で，.tJJJ~ Itl1 自~PJ: 山

E在地形と itLている 一

2 熊ir遺跡の地形

熊tiil江跡IJ，II;j述の刊jJ;ιf1Ii-.Jにけ也している

(IIJ(山純の{頃料が仰向120日111片iH五のところで.河ljf

J'.'.(l:rJ也 If~に変化している 段丘曲lは丙にむかつてゆ

るやかむ傾斜をしているが.TiJ也'i'央ではあまり斜

|守根山麓と熊倉遺跡

J!lを忠仁させない

f准ffの計上也は，ガラ〆れと j乙山111(L<怪111)によっ

て南北を分断されている。 ILhj河川はf;地末端的小企

付近て'合流しているためにー とリ残されたれ地は三

flJ形を:止している jtI跡的ι地する地内 l.t，fi!也r!-]

央部にあたリ t~r:'JÎ1120mllíî後て'ある 能合itI跡の

1，'; fJ:Mは.白地内にある法い谷I也に按してある。こ

の谷は. t~int水によ っ て似食を受けたものと与えら

れるが.かつて谷山では小組快な幼水占があったと

いうことである 六合村に分布する河岸段丘のうち

幼水山のある Lのは能fr町内地のみである

このような向ill山範的、I'J11)也lムそのほとんどか

収品の民治が形成されていなし~これは、生活水の

Ii'{d~が j!i られないことじ ー1M円引ポク上地イi?であ

リ， ~皇制地にはi直さないことに起凶している 能ft

i立跡にjfr-tまする現イtーの集部は開拓集部を除くと，小

iT町長、ドなどがあリ .いすれ Lti J也トの1可1本fj也にあ

たっている。熊fTJ立跡のtiJ也は，fi地上に扮水があ

る山てャ!d査の開Riか入っているか，ii1V./li耳の成立

にもこの山が関辿するものと宅一えられる。

図 2 備書遺跡と周辺の地形(1/50，000)国土地理院「草埠」使用 O印が遺跡
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調査の記録

4tィiはl句IIRで七千r坊に '1'115)11がてき，l(<ji二分1刊される

IIJb肘内の粍イ"民人はNalM"'~;響とJj'えていたか 鉱

物分析の結*.ニiLは戊jJ¥j火山t古川の Lのてあるこ

I
 

I
 

I
 

過跡の府Ij';

熊fT遺跡、IJ:ロ ムIMJに分Fμ、.1，1，1;ボ 71由、堆胎し

1 

!同f，i:(I'Jに4主IJlICか DIMにあたる。とが判lったている o J也yじではこの黒ボク 1:をノソホ 1: ノポウ

などと日子んでいるが‘ ]-N府の，I.I，!，ポク|と Ff，i:にあるローム肘第V年1このn子林はI也昧のやせた u也

との漸位(1')変化をはせる)併である

WI~( ローム 1M第明!首

を !;，(J 味しており ‘ I~~f，井 1~;直地内代名目4 と L なって

いる

小u大内料イ{用。 trl，i恋~~ド粁干íl刊で YPk第四1M介イtrmfi遺跡てU'ドIOJ1 m liiii査の1位打{をみるか，

飽}i能在と柄、さ ilてL、る

遺構確認I-J，耳1i

Íf民 í~迫湖、の凋 ftJI

2 

するテ 7ラJ併などを千カζかリに Lて分肘をぷみてい

以下品IMfιごとに士壊の州安を ri己ili-1る。

表t-.1t1.

る

ニニ;ニ有{， 1る幣六fi:Jj';-.hlのた緋ftなどによりや干灰色ヵ、か~ì ] 1M 

(~ {J 1 r，' UJ:に|則する資料を f!J.ることか岬!YIの11(I'Jのー..!}lポデ上である '" fU，'出1:1ではI'!-く JI併「けーるかー

光州f\~ t+をJiij1:1止とした12刷、訓告の場介句って hる均250mのJIW，てある

その資料に J，~ついて 14によフて;lihYjを11)1らかにし 句ia跡I人lではTUM色の昨卜火山阪府である第111M

これは，tiJ白や l院JII:など十品をii.iJi:-1る ljii，がある火山I火分布 l t/.~l 伐の結*‘I'I'J 5 -10cmのJIHI，である

I~わに ft'，';をの f\W 幣 fiiiil~lll' 、り H ，ることが多いが守白iH山給ib引であることカ、判明し Kl1.b~命名された

t休と L た ~i;'Frでは先制が泣跡内現状を大きく己主変4令指!')くけからのづ!;P手ドか。このテフラカ¥

することになり 辿跡内資料を似ることが泣跡内i凡一二次(1')な Lのかについての

静六fUりの干ー?- - -.  、」、‘.lkを:J.::-jとい}イー!円を Lつf.lf，;'曲はH¥てL、ない

Illi (I'Jな分イ1;.1，;兄を itlf.i，以外の liiJ、で明らかにするたベベ'1M色叫、を ':i~:(I~ 川 1M

ハシドオーガーボーリ;.. 7 と'，!L ~i土地レ -9 ーダ〉に.tH人物た '11ボ 71である

a

b

 

i

l

-

-

H

H

 

ハ〆ドオ-iiを111\、て治協のj'm'C~" 凋先を 'jf地したのないlIJalMと軽liP.(のilt

人的 11i/勺 IIJb肝とに分!刊さ ;jli椛lニ[{(f-flOcmの六を穿つだけて流み句 l正磁波

レ-9ーでは地トの泣院に 切の物月UI~J なli! fí止をりII!aTMとIIJblMのりさはれる
JV， 

えないて川ι，ニのり i1，てJ立構内分布状ィ日か自'Jfrlf:二111 J也}.I.iによヮて異なる力、

党II~i以外のr-r2:で 4 ぇ 1~1 る Jti把1，'できると i-.~l~ :rrM:止、J'i'Jして20cm，jij後のり

JVb 

，、シドオとはいえ‘nのむがもてあると宅えられたIIJb層に介uするさである

Lか L、

カー.ニよる泣陥雌認調ff.:J:ロームずjI也1::こり也「軒イ1杭Lt1'1恨火山中日源と 4
v 

るJ立湖、ていの'jffjllしかid.-<、屯防法レータ ーとと Lにf.~iJ~\j止くでは斡イ iえりIl.

引ポ 71を i体とした遺制ての成果についてはよ知をilHtさせた1ft制色火山1火

てhったKl1.aと命れとなっている

VI 

ハンドオ一方一ハ ン ド オ ー ガ ポ リング調査熊(tjli跡のfi~: j5， した

ト(刃先1士土q'に用込ノ挑むからl:H'OJでビとは.~-;.刈はlIJa肘 '1 1 に I~i リ込み 111 ，

fli]憾な機能Li(，正末かI.lUt料をはl白「る r.;;:械でらる(勺時のt.ilj[fii)カ1あるとI'j

干IJ.I，'，1はり111¥、りれているボーリン 71'"にしあるか.えられる

!困(立 ~1(tIこ I血んかf也1Mの 各!円(1;: をそれぞれ保必て~ ，1111困と戸m
，fn色

1 1M， mIV層
200 

M 転にょうてビりの深さを u!-iWJで5ることにあるな，1，1，1，ボ 71ーであるか‘

内lられた iはヒソトの'1'

ビソ卜かJよれli'JI" I:I t て上をllL~;1 Lて的

ソト先端的Hが lを印l

に市iる

14<が附している。イl中古を;'>，-

混入物のないNbむ ~a層と .熊書遺障の基本土層図 3
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て いlし作J;(J)繰り込しで似iffi-，る 般に 5-6

[，，[ ，η繰り返して 1mの深さをifij]，j且てき ロソトを継

主1ιすことによって数 mの謝査が可能である

このハンドオ一方ーを111，、て遣桃をo'u:n2.，るには.

J且hV，のr'lみをfiif，;2. ~t る I{(般的 Ji it と 火山l火1(7を干1I

111する問Jtを的 1i法とカ、ある 逃情 ctl二fU';.I"lI:)かロ

ム!討などの基盤1(1を11"，り込んで構築していた場介.

fE}，I;'/よI自lと自然I佐伯!村との法盤層のレベルカ、民主る

11"14-11 J也J三1Mから 1.l!.i:I(1までの深さを "htlIIL.

fU';"よI古!と白然地ft'(h1['1Mとのレヘル正の比較によ

ってiti桃の所11を伺 1;2，-tるのカ、 I{'接的 1iiJ，である .

火山川附を利mする liilli:'il'，1i法には句次的 Lつのケ

一えが 4えられる その一つは ill桃のJljl は j~ f'，~に火

111阪のI佐肢がh勺た均f?である!同 4 2，爪般的}j

il、と!阜県J土[ulして hるが.地表面から火1111*'Mまて

の深きを，il担，[L， jllliν1'，没 1'，中と向枕J佐伯1M'"灯火

山!大府内レベルを比校することによってrllH量的に泣

仙の所ιヵ、昨ぷで 5る。一つ日は火山版刷のJ[Uu後

にJa怖か椛築された地frである(凶 4-3 ill仙の所

/ 〆 / 

ふ一一一」ー

(， ，.る日[;分は逃械を仙築する際に日正に火山!火!同由、除

よされているので 火山!火肘の有無を確ぷすること

によって巡慌の所11を佐B4できる flj L，この斗;介

は火 IiJ版f両ヵ、耕作などによ》て部分的にf世話しされる

ことかむし泣跡の全域に保存されている場介たけ

l二日ULさilる。

ところで.熊fr遺跡ではJlr1手1136，37年に俳同大''{:

によって干安時代の幣火fJ:'，';'6軒が調査されていた

よの時の所見によると f11，1;はローム府をlOcm前後L

かI~，り込んて釘らす， fll，';I.t:liliと自然堆般ローム1M

とのレベルの対比だけではiti桃を明確に確認し件な

いことが(-怨された - 1i，ハンドオ ガ調作に

先行したテストヒゾトによョて，際準 U!'1中に 1(11'1

1 Ocm f'1~:のローム質火山灰}耐の作 hやを確認 L ていた

ニの火山l火!併は熊iT1也跡あて次の火山灰分布凋伐に

よ〉て. t;r~dt 白恨山系を給源とする可能刊が強いと

されたもので 、 火山 J夕日!刊を利川した問Jt長的なm:f~時 6ft

dの資料となり得ることヵ、 lzfilされた。したがって句

ハンドオ カ 調査はfi-:J，';'時，.，と自然堆鱗屑のレベ

ノ

図 4 ハンドオーガーポーリング閥査の原理

写真 1 ハンドオーガ ボーリング 写真 2 間関査且景

9 



写真 3 ハンドオーガーポーリング鯛査風景

んをわtt七する 1('般的万法と.この火山灰を手IJIIJ 1る

/UJ接的H法とを併用して実地することに決J.Eした。

なお， 千安時代的E柱穴住'1;を一辺 3-5mと屯!;，i!L 

てポーリング lHJ~同は 4 m とし 可 火i1 1灰府とローム附

までの深さを ~I 出IJ した。

ノ、ンドオーガー調査の後.ハンドオ一方ーによる

泣椛確認の粘皮を確認するために ifi椛が州ruする

と巧えられる倒所にトレンチを"立定してj品仙のイ{柾

を確認した H円相57年度のめ 4 次，調査(ハ/ドオーガ

ー調売と Lては第一凶 で ぷ 験(1'1に文施した B剣先の結

*は &2のとおりてある。 トレノチE淵j慌の4hiJ札 JE

;広した 6問所の卜レンチのうち 3筒所から ii:l1';を検

IB L.残リの 3筒所は推定をぶった 推定を J;~った

l且凶は二つあると JPえられる e その一つは.よ2

円ローム肘レベルにみるよすに.熊iTiti跡的fH1f;'，主

1(liはロ ム肘を(もかしかlhilリ込んでおりす，f i.I，';' 11， 

I(!iと白蛇堆fl'1IMのローム層レベルを対比する If，:徳的

打法カζ有吉)Jな千I止とはなり仰なかった ことである

!山崎の二つnは，1111接的liil，に干IJITJした火山川!刊の

10 120 
← 

15 
一→ー一一

15 

No. 5 ポーリングにより直接焼石を輸出

No，6 40 100 15 90 

df114である fUt;'r付にj怯fuした火山灰Mはfn1;'古、t里

没「る過f'i'て 1 ，1 ，1 木などの日;7'~ι1:けて， i'I帆JlHiUM

<1'の新鮮主火山川 li'l':は悦'~'l: rl()に異なる場合カある

ローム漸彬1¥"1ヵ、fi川被f'.I付の I<u-b火山!火に近似し

た色調を小していたた的.ローム漸移肘を火山川と

，;~~，æ. L. 火，"版グ)，1十凋1Jf1{'o:深<11¥す車古来とな った

以 1-， トレ/チ，調fi結果的分析は.ハントオ ウ

ーの成71カ、I也Mの条件と深〈係わることを心唆して

いる 能(~辿跡の tt肘は w蛤附であるローム肘を深

( lhilリ込んでいないため且1，1，を6許認するための lf(

~なホイ/卜はローム肘のレベルを比較する If(接的

}j il，にはなく .むしろ火山!火同にあることカ、判明し

たのである。火 1111:J( ~1 を 1也の !-.t長と ~~I認する ζ と主

〈滋別してそのレベルを，，[;1¥11L，この資料にローム

肘レベルを，111Jιして検，i'Jすれば im合追跡てのjii桃

附必J可 1tは r~':) い村山内資料が何られると弔えられる。

ニの分析結*に Jtづいて制作l正域の全域に約1.100

1"のポ リンク凋伐を実地Lた ;，¥¥1ftの乱(11*は図 5

のとおりである。 (Jr，(l1 -) 

" 

" 
/1 

" ィ;i::
111:1J.ム乙<>・1

一一一斗

" 惟í.Ë l;~~IJ{ 火山!ぽを i1r~，æ) 

褒2 トレンチ調査結果褒
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，.) プロファイル制定

ーミメ~
，，) ワイド 7"グ~~定

T :~僧刷7"テナ

R 令官情綱7"テナ

図E 地下レーダーシステムの測定法

峨作土

ー で五アで
図7 地下レーダーによる住居跡確砲の例

¥ 
図8 地下レーダー測線配置図

臼~ " 

r ..， "'， 

B "'~.-T~ 

削除f'}( "" 1 

図g 地下レーダーによる反射面白尊漂度絵図

地 下 レ ー ダ 調 査 応川地t't.調作事務所の協)}を

得て正他地を利l川したJ世卜レーターンステムによ

るiUf，晶体ぷ凋伐を"よみた

地中の L'i'U克明Lにおけるみ 1[1i千'内iTが形成 j-るM

MI自lをレ タ によって{足えるシステムである

ワイトアングル測定によってポ的りれた dIJ主11¥11線

における t正磁波内法Jiと. 7ロファイノレ洲，，iZによっ

てHIiかれる時間l酎川(11とのJtを:J<めることによって，

lλ身tl師まての深Ji働rlMが1~j， られる(閃 6 ) 従ゥて議

従事のl~の大き L 、 1-_ t'i境界ほと'強いk射面を形成 L.

IIJJ H世主反射ィ庄市、 f~J，られる

この )jitii. i且路J'!哩設物内異状や陥梁の亀裂の

)e l~など， 地表桃A与を打iなうことなし地卜桃i立の

現況を犯Ktるた的にJll'' られてきた 15.I!i?ーへの

応用では、ローム肘に掘リ込まれた遺構や句事tイ;附

ドのii!構の存のを.発掘，lII.l1tをせずに慌認で与るこ

とが確かめりれている(図 71，

1f~ i-t遺跡て1ムハンドオ--I}ーポーリングと 1，;1L 

( .熊u火山灰附f立びローム!国を千がかりとし，こ

向上面が反射1Mとして捉えられると似定 Lた。この

1M的変化によってfU，;祉の({rfi"を確かめ得るはずで

ある。調作1><:内lニ7-1>:の測線(A-GIを配して実験

を11'なった(閃 81

このっち.A抑l線は，昭和56iド!主に"式拍1J，司1tを行

ない，fi:I，';-j-止であることをW.2-L. LI困断凪iが記録

されている第 7りfW;h上にかけて設定 Lたものであ

る 凹地の伐る f+/，1 ;-111:であるため. J也よ1Mを点、ドと

した地下レ -7ーの記録では.凹I也部的地卜の;j('1' 

Jlf.Il'UOは.結果として， IlIdl¥に記録されることに立

る

プロ 7ァイル測A記録では.地点近〈に数-1>:の反

射線がみりれるが.ニれは.吉水町J~合いや締まリ

かたのZーによる Lので，住1，';111にとも主-)Lのでは

i孟噌堕耐・司・ー内面倒....-ョ~

図10 B測線(上)-c測線(下)の記録



写真 A測線土居断面

なL、f-主!された.熊:(1'火山灰府からの!三身twm在
てなしまた.fiヤihlrトの，1，1，¥ボク土1Mとロ ム!刊の

境界，あるいはfi'l斤ntの;l[i2: .1-， (これ L414ポ7上である

が)とローム!村との境界 L不明瞭である これに付

Lて. ロームM中に強い!ぇ射1mがぷ的られる o

L、ずれの測線においても.この1(11はtリl瞭に従えら

れ. 1;<1 9に示す等深度線閃が拙かれた

トレンチによる阿川屈，検i誌の結月4.この反射的lは

ローム1M中の YPkのI佐伯1Mであることカ、佐必され

た 引ポ 71"..熊u火山!九ロ ムの二三呂町J:nに

lム心磁 波 にμ特を与え得るょっな，大きな;;::)拠カ

ないため，レ ターに 1，.[射か必めりれなかったわけ

である これに付Lて. Y P k 府は、 t:~i1:.合水ド

等が 1'.Fのローム府とは全〈民なる がL勺て強いM

~t;、を '1、した

熊ir遺跡に 1;¥..、ては. fU日;-.h上床面か YPk ~イには

述せす.Jli桃とニの隔が|則辿をもたなかったため。

I也下レ ダ ンステムによる3世t耳石在，.2，Lt.ここでは

期待された成米をあげ仰なかった。

模型飛行機による空中写真撮影 山山館航空'り共

に . 校引飛行機による望小勺!'f.tttl影をま色~L した 使

用 Lた校暫飛行機は.翼1<3.2 m. 市:，tl6kg_ 2以

内エンンンを .1&せ. 5同1)の11¥力を仰る 離陸には

o m， JjYi:~生にも約 4 mしか咲きない !見述 2m以上

のlilJ~、!臥があれば，空 rjl tlJ~ lJも可能てP ある。

遺跡的括i彩のはか.J'. 'I';やガケ j品 J し火山のW~!.~

などに.安1画て，人命に危険がないところか h，11 

〈手II~I されつつある。

この飛行機には，現在. 35%判かり 6x 6 fllまで

6争

a・
《

e・

I I 
¥ 一 一-

w ー

r -

以ル品4J
4- が去去了

得.，士

、

図11 地下レ ダー肥録とトレンチ観察(A測線)

のウ メラ且ひ小型Jのビデオカメラを搭載することが

できる また、モニターンステムが備えられている

ため，1雫かり比たI也1'.のよす寸ーを，地上のモニタ

ーテレビてP(L遣することカずできる こiLと. リモー

トコントロールンヤソタ のfjrmにより .凋1I'iB当

行か必安と「る場所を， f日当者の任意のアングノレで

'ザ1'[，搬彬をわなうことカ、できる

モニタ 映像をそのままピテォ録剛することも可

能である

今倒的晶ljjt~デ タは以下のとおリである.

r. ，) !主: 150m 

距離 700m 

カメラ 7 ミヤ製 6X4. 5判l

レノズ セコール 45% 

フィルム コタ ク TX 120及び EL 120 

f記 0'- 8，'(， ~tの風，風}) 2 

データ 1110∞秒 F.6.7 

写真5 空中写真撮審周飛行機
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曜の市相1)コーナ 近くに"止:t 住居.tItの発制調査3 

iLる

炭化材の:1¥L Lはられた。'，I;'IJ付であるか.H町iiLfl(J 

に車Hみあうよ 7な:1-¥t状態ではない

昭和l五年 9H IOHから25Fl;与の15R

nnにわたって発制調査を行なった。熊trill:~;点端的

山林中に位置し.泣跡のほぼ全面がキャベ y畑と化

7号住居祉

焼 t:L多くは

火熱同凶の iプJ、，1，1.¥ポタ1であり ‘Jめられな L、カ¥uU一例銭されたp'iJ也の明瞭なftJ，';，社でしたなかて二

焼失fU片的をフけても焼 i化 Lない/.iをとえれは:訓告によってこの [111地を破坊するこある。従って.

..r能性も あるLE f;1_~祉であるこトレ/チを)T1，、て.とのないょっ 句

図"、し j!1るむのは 1'.1.1"践の袈造物はよ く少なしお住肘IJr.の年代.あわせて.との篠認をおこな L¥

U/'ま部， 2fI~j本当fにすぎ~: 1.冶よび熊倉火山阪の年代を決定するための資料を得る

「コの'j<J 状 ，，*まをイjする凶13-Iは，いわゆる

LdIドlの裂である

この .J~li正の1' H且とな った。

作 6.5m程のゆがんた円形フランを有

ことカヘ

r 1 工〈務<j上iゴfらIl.Lので.現況では。

結frj，(立指でおさえなが~':>fViナテを施Lている周閤より約3()cmほどI'~んた.浅い皿4止の凹地とL. 

脚f7をHす日;;形であろう。2 L~~グ) 1 1 /.まであるが.して干見認される

ナデJ司幣のt↑竹'jHuが防)IICtに伐勺ている。6韮」じlこIナしてはIfメド住伊Hliは.発掘調査の結占!!.

町{制157ij三J!1に訓1tを行な 勺た(U片1:Jj8号住居祉

である l阿14

一辺 4m程度の h形の(cf.肘枇であるこ

とが確認された(凶12)。

トレンチによる E調査であるため.j主11:'祉l勾のよ施

，設の詳細については明らかにし仰ないが，

45皮ふれる.

やや尚北lニk'、~'1\ JLl軒北 3.5m .~ 句~~西 3.0m.

fi事 í~ 火山 j大川下の 1 11.ポ 7 l'，ljlかのL<万If3を出するー剖¥'盟問

句掘。)込まJ.l. t:，t:尚は4()cmllとある。点喰IW.年リに住民一社中央部よリやや*よリまた，r梓が設けられ，

袖 fil~ . ~焼却と L に崩壊が再カ7 ドをEiEけているに柱穴様のピ y 卜が婦られている

と日千ばれる Lのであるイl組みカ7 ト」しし、力、.I軒両喧且カマドの(，i:;i'iについては不明であるか.

92cmf¥'ある (凶151時!道 }jlilJへの伐Ifkは句力7 ドの桃築に肘いられたと#ぴ南東壁にそって，

*市コーナ 却にはIt;.J注火がぷカ7 ドに彼して.他の(cf.出品}の(9IJを見えられる川原イ1が.iZめられる

f; 形lニ j!i:l.、ィ、 t;~ }j ff3 5()cm X40cmほどの，けらiLるても.東側壁のl軒寄り にカマドを‘i;tけるのが;m(列で

I~ 曲í f38cm主てt屈1) 卜ItらiLて L、のプランをのし 句見[1軒おそ i，< 1;1. 

I1 @ J日

;民自

牛:fi::J11;'祉においても、あるので，

、、〉く

~一一一

)
 

3
 

(
 

7号住居祉出土土器図13

3111 
。

7号住居祉図12

圏 舵irb(Ku.bl-I.(II!快
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て器欧をつすくしあげている

/し形品'まな L、カ ，

同iRif.検村穴仁村1"'， ，]，るヒゾト i.i，';2.めら札す.る

2カ、lカ'19，8cm，l¥iJじ口径14.:1¥さ ilてL、なも、

4は庇i王4，5Cmである。船上に3か1L 4cm， 19cm， およじIH"，t添いに応カマドとその川辺.ili物ry~.i . 

焼成IJいすれf.O. 5mm -2 mmf':Eの砂村を合み.1:1. 住民IIiをl'月分Lたすちの西北側、|えかりは.中 j'る

4によってほ部を観祭する制調で Iミ H~'~hであるほとんとV且物力、見:Bせない

内面にはノ、ヶトかりドへのへラ円1Iリが地され、と.コの'j':ik，["[16-1- 4 はJ.r.~j ~告の咲であるー

liU刊の厚みf.5 mmにみたないl淵 t，~カ斗丁主 i)ilて‘11ft (;1; Iトの強い航ナテによのIIHをイすする Lので.

底11-.7，3cm， 1¥uじ111f..l4. 8cm， 5 のよn 忠 ~~.t.{~は 、川部以トIJナナメャをきわたた4士、コの寸」つ、

山内は 4.7cmである。や J-.)iにすリあげるよっなへ弓削りを地すニとによ

糸口JリによるほJi. 回転のロクロを ~J ，、て成形し

jJ，~ ~:，(を行なわずに尚子;を fl して百[;切り離Lののち.

し、る

焼成は胎上には.0.5 mm-5 mm手主の砂本"を含む.

やや硬調て!大賞色を止す

!J 

この;J'i.'~!: ~i::は 利 IU;JI夜聖f胎仁-'<，焼L志向占から‘c 

町周辺の1I佐野実跡/tIの産品である 可能性か向く ‘b 

交易のあリょっを"、唆す利m開;域と!' ~ )1四;の父流.

上Eの丈化圏に以する人るとと Lに， !f~合iiE跡カ\o 
々によって形成きれていたことをも再度砿dさせる

こととなった。

弐、も弓17f 

」

1一一一五J
~m 
~ 

o 
-ーーーーーー

2ル手7ミ7ス
8号住居祉費i剣図図14

¥主J刈陰/可三さも理ミシ

L‘ 

1，川尚色 1
2 地味を 7けたロ
3. .'，1.1色 i

15 

(J: 4) 8号住居祉出土土器図16

o 

8号住居祉カマド祉囲内



9号住居士止 今年度調査をlfなったfi:J，';-.I1Iーである

ハンドオーカーポーリノダによる泣桃61r，;2. ，淵併に

よって検出された(閃17)十

球而中央i刊の.wJ~は南~t4. 64rn，東凶3.6601で，

やや南北Jirir]に1<'、ti:H形のワランを呈す

熊tr火山灰Kl山陣1F の 'H 色 l 中かり t~i りこまれて

おり 句 54cmはどの Ui~高を有している。 EE ド内川7-tYfは

検出さ札なかコた

性穴と官、われるヒ ソト L.fUA.hI中央部よりやや

北点寄りに~ JI~ ，;2.められたのみであった l端で守

32cm X26cmほどのいびつ立川If;を呈 L，床1111卜40cm

で，径16cmll.どの底部に主る ヒ yト内かりの出仁

ia物はない

カ7 ドは、 8{ナ住居I止と 1"1L ( ~(培時;í~11 に .L.~\

ポ 7j を 1~ り込んで設けりれている 崩壊している

が，河原イIやflj穏をIIll、た rイl組みカ7 ド であり

皮下部では，柑l郎から燃焼剖iに七るまで uかl出られ

ている。右半詰1>の打材は. カマド内、ある L、はカ7

b 

。
/' 

/' 

11

¥

 

i
I
1

¥
 

1
1
 

一

ドII印刷に沼ち込んでいる

J t:î {:I~中央郎から点壁とのコーナ 部分にかけて，

焼 仁のブロ， :7 ;1止の JIHúiJ、比られ，炭化物中\'~ L少な

くなかっfニ

It-j; j蔵火に相当する地設は検11¥され主カ白》た

/11 I 造物は比較的多く ，カ?ド内止ひカマト日ij面i

に'li中 L，rN円tLf.いにも1世(rtる3

(tl1iJu:を|叫分したうち. Jk~ヒ凶半は少 biの u:;片

の出土がみられるにとどまり .丙北四半では.細片

も(守的て也物の出土は，J的りiL~:ぃ

これは. fU，';-祉内空 IHl の利川形態を iJ~唆 f るもの

と弔えられる 。1野部に j51，.、て ι西」仁川、，"部にifI物

内出土を見主 L、(JI1iJif.の例は少主くなく 。熊fT遺跡

のような山II¥J郎に(1も人々 L、ド ~f古1>何人々と [II'J様の

fH6'社内マP1BJ判IIJについてのm範を有Lていた可能

tlヵ、ある

カマトを見L側壁の南よリにつくることについても

これと[，iJ械に . 中野部に Jt泊するつ~)mi1 J'~îか存在し

a 1 

、
t 

d C. 

r ~) 

F 

D 

16 

図17 号住居祉実刑図

同



ほとのf間砂粒そ;，む@焼成:ま叫n
とLヨコハテを地 L.rA部内 I自l には航{占的r 、ヶ凋 t，~

Ilf.sd祁は内外由たことを刈わせるものと斗てよいたろう

11¥ L L (，;~:i. ほとんどカ、細川てあり '，'e形になる

をれな っているl 印11正;1~ {~-i るものも多くなかった Jむの :i~' ~、

lti大u!1よ!I'1:11;，，' f立で，

U件部と 11 I士郎 1'.1ごに強い術ナデ

を地L.くっきりとした「コのす J を形成している

iliJe fM Ji~ u ff 14cm 4:止.県内m，]品川力、大|えを 111ダ〉る

任1-l， 7cmである[;iJ18の 5点のみである1';(1 'J、し似たものは.

i¥iJじ1Il は~f(，'J!'加のI自で句y:i1 Jど妓存している

残存i人11M 1;1 . 川市;以 卜は償位のへラケズリをわい句器同 5cmてあるi~ !し!ifff:7. 2 cm， f正14，5c"，、

肝i1:はlHチ郎全市iにわたってナデてfl:1げているijfii二[ニ iHTPを1.-:1"1+"のロクロにより IR形「る

で.焼JJxL， fi!出く .1"， ，v，正褐色を~~.する B

U:宜lIiJiかと忠われる Lのの胴

に小い位色である生生成l止+九凋で.;>'-.J1-， 

l火手由陶22で，5 !j:. !iuと桟1，した自主1;をL2 L ~n必加のI時iである

t'il;/J'らl!I部にかけての破片である.制l刈にfIlc、た破他に.桜台しない|口lイ同体円か数とに，1¥111'刈したか句

-}'iある日の他町 接介 L ない 1 ，;]-f同体制高I~'"がf民Jじ11ij¥J5， Icm. 恒JCl在住 8.2cm， (，;~r心:j5 6 1'，ある

u立はきれいにす!I'1部 F'1' 1;1ロクロ叫が伐るカヘ焼成とむ1"1+"のロ 7ロによリ成形する。胎1:cm 

袖薬は外l加にのみかけりHるリmさiLる底部j6:くに.辺i立で!火~w.色を呈すιによくな Lも

熊f'r泣跡における!丙紬陶慌の山 lは1tr:.，I，日大学によヘラ光1止の Lのと l，tめる ~Wj'ーヵ、あるあれば 「大」

り『什、で'L[Ii 1. 、一昨にる凋1't11与から知りれていたか、焼成終 ri長の刻'j'ーであるて鋭< il }~ つける

解き流~邸主路やそのt'Hf\なと:凶する Lのであリコの7状J r 1 1.まを {， する2Lで3.4は，J耐11日;ょの

(仙ij[1 jj史)iり!か「べき問題は多い。41;11/5ほどの似1:からの測凶て"J，

i~}じ 1 1 i壬24.2cmの大町J品で胎 iには 0.5mm 

3は1/6，

3 1;1， 

ある 、

る。
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4 熊ir火山灰の分布調査

調査の方法 車市白根火山起源の完新世テワ ラに

ついては.これまでほとんど知られていなし、 尼崎

(1971 )は.熊1'r遺跡の発lf.t調査(1963年)で2f文の降下

火山灰層を発見した また堀(1966)はlJf!，山の ~t .

)'j ヶ千i~t.!，阜のボ リング調査で.)也Jーから 2.5mの

泥炭層の|聞に12枚の火山灰層を碓認している

今lulの調査では，熊倉遺跡の発婦に作って般認さ

れたテ 7 ラ層 を i!~合火山灰層と呼ぴ， その示僚子 7

ラと し て J~4&することを目的とした。 なお〆テ7ラ"

というlfI，;吾1;1.降下火砕物と火砕流堆w物の総刷、て'

ある

e制作では野外に布いて熊合火山灰の層f，):. 1M相，

分布を I~J らかにし ， さらに妹取したサ / ブルを軍内

てr分lJí' し て • ~i 物の形態. 鉱物組成町 1~1折率などの

れイ!Ilじ械的特徴を明らかにした。

層位 1';(; I!白恨火山東館グ)火山氏1には可約11.000

ij:.!iijに1ft!.'!した4;/，;:色、降ド軽石府 (YPk新n.1979) 

や6.000-6.500年rjijにj佳似したアカホヤ火山灰(KA 

h.町出 。新n.1978)等の示枝子フラ附がはさまれ

ている ，mu火山l火屑は.アカホヤ火山阪府内 J-.t立

のクロポク中にはさまれている。

-''tY.i It町内市街地，草津ハイランドホテル町南のは

llJiて'は.熊合火山灰層がよく観察できる(閃19)ここ

では，熊倉火山灰層は間に 7ロポクをはさんで.J1t

開

O 

50 

100 

150 

18 

地内番号

2 

図 クロ抑

制 制 白火山灰(附火山lli) 

1 /，'o:dtハイランドホテル前 n火山灰(熊計火山川以外)
2 ホテルナウリゾート前 ~二
3 熊合遺跡 トイ軒イ1

4 I間苦学校グラウ/ド F円
1 ̂  1石'i'trrn

即時的健闘状図口 尚也嵐化火山灰

h¥時JUJを異にする2伎のテフラ 1Mか らなる。下位向

テワラ層は比較町J*Il粒の灰色粍イiWJd:U'干2.4cm)や

石'í'!岩片UiU粒径 l.3cm )を含んだI~J 褐色風化火山灰

層である。1::f立のテフラ府は.判i粒の物質をあまり含

まない明褐色風化火山灰である この報告では，下

位向テフラ屑を熊倉a火IlJ灰肘(Ku.a).上位のテ7ラ

層を熊fib火山灰層(Ku今b)と叫にお。

K-AhとKu-aの間のクロポクには，浅間l火山起源

とみられる黄色降 F軽石府がはさまれている。これ

らのテ 7ラ層について.ぷ細なことはわからなし、

岩石記載的性質 l;Liltハイラ ンドホテル南町露頭

と熊合遺跡において。熊合火山灰を探取L.室内で

分析作業を行なった

最初にテフラを洗浄L.主体顕微鏡で観察した。

熊合火山灰層には.表1(11が向色に変質あるいはコ

テインクされたような岩片が多なに含まれている。

浅!日i火山起源の完新11，テ7ラには，灰色ないしは黒

色の岩片は含まれているが‘1'1(弘の岩片はほとんど

含まれない。また熊倉火山灰附に含まれる軽石のみ

かけの発泡度合は.浅IHl火山起搬の完新世の軽石よ

りもやや小さし、。

次に，洗浄したテ 7ラを X-Ys 111mのふるいでよ

り分け.偏光顕微鏡を用いて鉱物組成を明句かにし

た。鉱物分析は，重軽鉱物と主主目を合わせて300個

計数して鉱物組成した。さらに電鉱物が300倒にな

るまで計数して重鉱物組成とした

熊fr火山灰層には，石'i1宕J;がJI'1古に多〈含まれ

ており ，全体的55-78%を出めている(図20)。含まれ

る重鉱物は，量の多い順にンソ縦イ1.詐jJfi栂石，磁鉄

鉱.普通角閃石である。戊taJ火山起源のポ標テフラ

には普通角IXJ石は含まれていなしυ なお Ku-aに

含まれる軽石には，持jJfi角IXI1.iは含まれなL、。 した

がって，普通角Wlイ1は，既存の火山体を械成する岩

石あるいは基盤の岩石に白米している可能性が大き

L、。

また，熊倉火山灰層に含まれる火山ガラスは.筒

色ないL担色透明である。とくに Ku-aに含まれる

火山ガラスには，磁鉄鉱のmicrophenocrystをもっ

特徴がある。

さらに熊倉火山灰層の性質を把射するためにーンソ

蝉石の屈折不の測定を群馬大，、t.新!Hi}夫教授に依



中山した。Ku-aに含まれる粁1iのンソ州イI(丹凶，IIド(11

のrangeは 1.711-1.715. modeli. 1.713であった

の11f(は浅Illl火山起ぬの.J、保テフラの帆より L大きく

凶iIすのl豆別は "J能である

介布 前述のとおり.熊u火山l火!併は.浅間火山起

似の完新世のテフラ附とは U~ らかに刊 't'lヵ、民なるこ

とカfわかった きらに !!~fr火山灰のIM f'l分仰の調作

の結果.熊u火山灰はり・ilt白十日火山を給ぬとするテ

フラであることを明らかになったけ刈211、

f出合火山!大島1は.Ku-a. Ku- b とむに "t'(~lt町からん

介村にかけて!よく分布している ただL.こIlりグ)

テゥラ層の分布限界は.メト同の訓告1範!用では刊かめ

ることカ《て'き主かった Ku-aははilt自fll火山から

京市点方1('1.Ku-bl土中川t1'1恨火山からほぼ米JiII'Jに

分布軸をもっている。 f出u火山1:1(Irjは， 分布軸に沿

ってあるいは分布軸かり地ざかるにつれ，明尚色か

，m 
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o 
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地日l 品~;. 1 
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ト * ー-J
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o 
主弘ヰ物利III!:

50 

仁コイi'tt岩J:

E言料i吋 1

- 火山カラス

仁コ'f¥鉱物J

合 事長イ1

らしたいに u~褐色へと変化し. ィ、明瞭になってし、く

能ü 火山灰層と，'，\.!tl'l fH火山の火山iiîíf1J とのI~Jf長は

U)Iらかではない また.fiEfT火山灰の t;l.i!t(1限山M.

でのlL体(1'1な給i原について L今のところわかりない。

尾崎(1966)は，熊介遺跡で発見したテ7ラの給i原火

口をι;釜付近と巧えている。 Ku-aについては. そ

の層!弘 さらに含まれている併イ1やイit't {';-"rの故太

キi'~ !，圭wの分布などから， 地質学的に噴出地点を明ら

かにすることができるであろう。

熊倉遺跡での調査について これまで熊fr火山灰

肘の刊i'lについて;1，べてきた今凶の調合では.熊0-

泣跡とその周辺地械において !m合火山民の敗砧年

代を求めるためにとくに ~.!(mJ 火山起源的rJq~テフラ

との附 fO 関係を 1~1 らかにすることを試みた 浅間1火

山起iJ~tの〉己新世のテワラの 1111 には. 特に tr{iJ己松町j

性質に以抗な差異はu2め bつれない(町田・新井.1980)

l長距物車Htl比

50 

CJ帳台時ト火山川肘
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図20 熊書降下火山灰と他のテフラ層の鉱物組成
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参考文献本調1i:では ti官合火山府の耳Wl年代が近いとIIi:って.

新井房夫(1979)関東地}J北西部の縄文時代以降の与えられる戊!日IB料イilM(略柏ホBヲ)をその野外での

157，41.52 ';;-r1i"iジャーナル.示標テフラ層。層制lの特徴をもとに発比Lょうとした

洋(1980)日本のテフラ.カアログ新井房夫ー町田• B"は，天1:瓦年(1108年)の浅!日i火山の'1¥火に由来

I 西日本~東北地万円第四紀後期示際テフラ、、B"I立liiHl?i台iJ也，すると考えりれている(能登， 1978) 

6，65.76 の岩石記載的研究， fHi学雑ム下小烏遺跡では.紋下部には 5mm位!止の-NI火色の火

正一(1966)草津白似山湯韮出土笹陪漢の年代堀その H.立に小豆状の粍イI約がまばらに山灰があり ，

について， f，-1濃， 18，117.119 さらに |二位は淘tkの良I，.'lii干下物になっ1昆っており ，

;， 新井b))，:(1978)出九州l鬼弾力ルテラか自1111ている o また故上部には赤褐色町火山灰か部分的に~

第i珂アカホヤ火山1:1(，ら噴出Lた広域テフラ熊fiill跡では，上述のような脳相1られる(能登， 1983)

紀研究‘17，143.163クロボクまた.をもっテフラは必め句れなかった。

健 (1978)浅HlJ山大焼ー榛名山骨量裂管占学に能登Itlに戊!日l火山起似の"1¥山物が集中する1M>!/.(j:認めり

19，6.17 どるめん‘見る ~t関東の火山災ESP.れなかった(1m2)これは.tL柱白十'N火山点絡がい Bγ)

健(1983)群馬県下における埋没回白調査の能登分布の北限Hj!I1こ位Jiしていることによるものであ

17，14.51 現状と課題.群馬県史研究.テフラの保存が良い泥炭I也などでの調ろう。今後.

尾崎喜左雄(1971)火山噴出物堆積と遺跡一志茂樹

723.744 }'('，.1記念論文集，
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5 プラント・オパール分析

フラント ・オパール分析による焼畑祉探索の可能性

フラ/ト ・オバ ル分析により発制調査の，jijに木

川tJIの.111'峨 u習とその範問を推定し‘そのデータを

参与にして凋査をill.める hil，は各地で's.地されるよ

つになリ .水田祉訓告法として定析しつつある。 品

畑についても水団地と同械の/j法てtt1tし時法桃を

検出した/9IJがあり 今後の研究により常畑IJI探作の

柏I~が白j まることが!VJí干さiLている

焼畑l1tは水fTIlJ1や'，!;I;，tIII祉と W..なり， .r;. r1i?fl(jに造

t.v，をfi1fJ2、するには|叫慨がともなっ 。

しか L，わが同に焼畑がIf'{lしたニとは停かであ

り、さらに -/jで焼却11が水rnや'出畑11より，!il.-、脱排隊

式であるとする系，活l高官JJ面与がある以卜，jI<jらかの

iJ 法て♂実，;lE(I~Jに焼倒的歴史と党J正過f'r' を追究する必

吹が出てくる

^itti，~:は共同研究計とと L にブラノト ォ，、ール

分析により焼畑111を')UJI自';に把lJi!する iJ法とそのn
体的データの品luにつとめてきた そのぷ締lについ

ては後仰の別報を参!!(tされた， '>この柿の研究でも

っとも蝉しいのは 1附のIIW，時代を決定することて

ある 焼州祉があ ったとしても‘ 丈化肘として必瓦

);) 

L仁竺 t正取 ]

戸吋'1' 川 じ っ

15tの"A料 L'i'に 'ιl
G.BをiJL人 1

二工
(150W， 20KHz， 5m 

分散

Ll 
[!} 'f~q'lこう川」
巳レ;古成 J

~j仁三，;1主」
現 3 ガラスビーズ，去による

プラント・オパ ル定量骨折ダイアグラム

L f~} る Jll t~却か 'it 比されると:.1I;Uら主い むLろ焼却11

の刊怖かり与えると 、 その IIT1j~刊は抽《めてfJl:いと dlJJ

われる。"C年代測定法により炭化物から年代を決め

る}j法はイ(';)Jであり 他の追跡て実地しつつあるが.

〉ヒ'1'のjλiヒ物を採取する也世jかあり.実際にや っ

てA るといろいろ時しい問~ ~ .'1¥てきている ニれ

に村し 勺B占辿跡には1'(tHi年代的推定された火山川

かあり ‘ これを IJM11th'"時代の太きな 11'iiにするニ

とかてきる

焼却11祉の'k"II.ll')研究に当"主泊湖、を選んだ LっとL

大きなJ1~1111 j:ここにある

，1'6汗究の午'fr置は娩畑1i一物に山~~するフラノト ・ ォ

、ー/レを傑オミ tる1((jll'(I'J}jiJ、とイネ科i1t1';( • ~P1' ";"の

:，:: (I~j変化を訓べる taj緒的 }j ij、を組み fTわせることに

より焼畑町1ft.を附かめようとするところにある

しかし、 JJLIIの研究flJ荷では焼畑n物のJt両全体に|弘l

する排除的研究にi出れ均、あリ 。市f型的に14めた4E4

を1)11えることか昨 L'、。これらのJL般的研究は 11f 

鋭 û.j止めているところてあり.付j ，;晶を i~1 るまて日市f ら

く IL~:j l\ j を L 、ただきたい Lたヵ、って. 1~ ， i'創立f 特i と

Lてこれまての成県を述べるニとにととめさせてい

たた〈

介析結果および検討 141也山における分析成果を

1;<11;よび夫に，)、した I:f:取I也山は際r:':j・傾斜l皇:ー科

1111 }j Iιがそれぞれ拠なる したがって u也干Ijlllの

形態.制度に W[:()也山 jlll廷があるはすである

I'Yしくはそれぞれの地内について分析結果を村t，;J

する必安があるが. ここでは紙数の関係むあり全体

的な削IIljについとわ|の検川を加えることにする .

令w的な何tlÎIJ をも ヮ と b~約 L た形でよわ L てい

るのは1¥041也山の分析キ占栄である NO，4地内は

t~ 川 ・ 傾斜l立とも訓伐|メ内では午J'.)llltに近〈点 II'J さ

の利 1Mである ここではN041也引の分析結果を少

L "YLく分析.検Jすることによけ全体的傾向をjji

leiしてみよす

1';<1のイillllJにキヒ1久(paniceaeのI也I~. m;乾物市と純

文1ftをぷ L，1.:胴IJにススキ e7ケ'IEHの地上部乾物

弔をぶした この 7ラつでiUIされるのはニkの 2}，I.i 

である

( 1) キヒ肢は4b.J附からnpJ.l.し‘4b.ll刊でピ 7 

を，)、すが，4a-3.2府では搬出されていない その後.



3-11Mから 1-11Mにかけ てWI}JJJしている。4al白が浅

WICノ、ミスををィitじえていることを考えると‘4b-1

M以下のl!lは先史時代的l1HJ'!層である可能11が向いロ

4b li1で倹H¥されたキピ版プラント ーオハーんはね~

3-2府で!日lフラントオノ、ーんが検出されていないこと

を与えると ，3-11百より LMで'U雫されたものがj占

ち込んだLのとは.'E1，わtIなし¥このことは，この地で

先史時代にキビ族植物が大iatに生，lされた益然刊の

r~':j l.- 、 ことを iJ~すものであろう。

(2) タケ帳千十(王としてササ!Iilはr"j木林の林1よ刷

物として繁&.することカ‘知られている。図にみられ

るとうり ，キピ族生産14tとタケiJE科生産量は以比例

する傾向が必められる。これはキピ族刷物が繁/tす

るn日，高木林が破壊された結来，林床組物であるタ

ケ'1日干納物的生産量が抑制されたことを示している。

(3 )ススキはその生態的特性から句焼いたリ .刈

り取るなどの処理により枯葉を除Lしない限リ mr;

を維持できないことが知られている。また.ススキ

はタケ 'lJ'!lと異なり 句向木林の林床で群落を形成す

ることは少ない。以上のことを考えると ，3b府およ

びl府では何らかの理由で高木林相lが破壊さtしスス

キ群議が維持できる粂f'!が造られたことを市してい

る。

さらに注日されるのは ー ススキのJk J1l~11変選がキピ

肢のそれとほぼ比例し，タケ鋭利のそれと反比例し

ていることてωある

すなわち，7ケ'!E料納物内生産が中断ないしは抑

制される(おそらく山本林相内似岐によるむの)とキビ

M Ii.物とススキの生産日がJt)1111するのである

このようにイネ料納生が変化する要l且のーっとし

て焼畑を挙げることができるが，まだ焼畑と断定す

るには.次の理由で尚早といわざるを得ない。

キピ』主(TribuspanIceae)にはヒエ ・アワなど典型

的な焼却1Jf1物が含まれているしかしそれ以外にチ

ヂミザサやヒメンバなど13属の維野甲が包含され

ている。現化的段階では珪般体形状からヒエ アワ

などの作物を他のキビ族植物群と分離するに足る法

礎デ-7を得るにいたっていなし~これができれば.

険出されたキピ抜プラント ・オノぐーノレが焼畑作物に

由来するものであるか汚かを判断することが可能に

なり 焼畑の存丙を結『論づけることヵ、できるであろ

つ。

法IllJCノ、ミスの降下(4C)以前に焼畑か行なわれて

いたとすれば，t是緋Itを考える !で大きな問題提起を

することになる。がの大きさを与え.慎重な結晶づ

けをしたいと思う

(藤原宏志 ー杉山点二)

図23 プラント・ オパール骨折託料採取地点図
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グラフの見}jについて
】 layers:見取j也市町 Utl悼式[~.左上司世'7は t層番り 柱状同内町小世 Fはん婦からの1まきをcmでたわLたもの

2. pam. paniceae キピ族同地 l部乾拘疏 [0.115. (Miscanth田 J ススキ同地上部位拘if(

Seed. (paniceae)円割来(柑)乾物屯 Bamb. (Bambsaceae)タケ<!IiH同地上部乾物重。

~嗣拘体 iflはそれぞれ円柚拘によ 'J 民主る昨酷体密度係監とよ捜中から検出された~刷物に山米するプラノト オパール密度をもとに鱒

出されたものである。

3 上れ IR式図円{;側に紘培植物 Io'Jメピ簡に肝 機"lS.を，1、Lている 単位t IOa.cm はその上層的11/き !Cml，面楠10a(1000m')に包含される

プラ/ト オパール町並から催定した~植物司従特誌をt トノ Ix lOOOkgでぷわしたものである 岡ぇIf，そ阿仁層がl(}cmのI'lみである

と.グラフてうJ、された他に 10を泉じた .rtの刷物体がそ円 i層的取情期間中{こ生厚長されたニとに主る 生直訟が年1m生産哉て'ないことに並立さ

Ilたも‘，

4 焼畑が煙蔵されている上嗣では凹"'円値がピークを形成する場合カ多い上腕町J1t~，jk出により 聞にいえなも哨，焼畑町婚位はζのピーク

と 放する向が通問である.

5. Mis.(ススキ).Bamb.(タケ)円舵物量蛮置はその地祇における土地利附状況同時代的世遣を知るうえに役立つt ススキは焼畑など人均的時

境に生育L，タケ(ササ1は./I't集樹林帯の林床納生と Lて嫉茂する.両J守的問lてをみると。そ町地内内状況変化を推定するのに役立つ.

且0.1ー I・v・F・ t〆19..c・ 且旦....i.ー I・v・F・ 念ノ10・..・

皿門's.

85mb. Seed 皿門iS. 8o.b. 

図2' a プラン トオパール定量分析結果

2.' 



Nロ.7 1・ヲ・F・ Nロ.11 1・v・r・ t/1h.c・

Bftmb. 88mb. 

且旦.JL I・v・F・ t〆19..e_

1・ 1I o e ・

s.飢b. S..b. 

図24 b プラントオハール定量骨析結果
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1 遺跡の拡がり

熊合il'l跡の IZj世する地域は.急峻な tふIt内服山内

山麓地借にあって数少ないJドJfl.J由形を形成している。

この'!Zjil.J也は申M400m，長さ700mで，際，':j1，140m， 

平均傾斜約 31主の南東斜而である ドJ{!J也の北と丙

は小JJIい111へと続き、市と束を山立在地f!?特有の深い

谷である JC山川とガラン沢川が却lんでいる。現イ":.

平I叫I也の凶flIIJを1井JI石部落の進人路カ';ruリ .南端部近

くを iffi入路に直交して束丙に県道ヵ、;ruる。

遺跡の範囲 遺跡は南側の花山川に而lした半向上自

の南端部に立地する 地形n'Jな制約から，住居祉を

検出した干問地南端部の北側以外に法制;ヵ、拡がる可

能性はなく .北側について L句民辺以北で実施した

jjb「

/ 

ゾ〆

熊倉追跡、の全体像

ポ リンク lえびトレ /千z淵fiでillt.品が村t11¥できない

このため立跡的純II~は農道以南て B捌先 lメI虫 ~[f則的

東西150m，市北100mの純凶に限定することができ

る。

竪穴住居士止の介布 昭氏{上WJ祉は Jじ111川に治った

綬やかな IH東約1(11に IJiJ也している II{{和37-39年の

#1 同大学による謝伐を合的て.現イiまでに9事|の住

民Mヵ、発11:tL苅伐された ニれらは辿跡的 '1'央部を ~t

尚に伸びる花山川の浅いJピ谷より点側の.谷にidL

せり出した微t:j地市"に ~， 'I'して山地していること力、

判明Lた。発J甘された 9軒とハンドオ ガボーリ

ンク凋市でf'JttJlした13事lを加えた22判l止、II{{如37年

当時の記Hにある』叩没Li'りずにff'ALた約25倒的i

の在みの数とは11 -j'立するため.ここには25判前後

‘1 
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図25 照書遺跡白地形と確認された住居祉
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のfU.，;..tIi:がliuしていたと..，えりれる

2 lt哉の成ι
能 fT14刷、で 1tlmi，淵ftきj[た 7-9りfU，l;-hUI¥ Iの

1-.6;↓(J:， ~)~( L r. rlì (，;~) . 小叩JfìH}}~( 上申fi (，;~). ，:':ifi f.J 

崎iUfl 止目~ ) 、 ldil お(以 f~[ 此mJである 良岨び'1、!?l

fi f-J'1Kは 1 ! *，* (11;が1((¥'(して卜位で外ばするコの

'(.1kを'ftL. 1I件;刊は1向、工気味に外ばして外[111にiX

L川t線沖、巡る !日'jfifり屯は体i刊に(午かな脹らみをむ

J て[[件;11;は外1":L， li(部lこ[口l転糸l;I)'1 ~'{を賊して

fiい、IfJJf;を(.J"j- 焼成は全体にイ、良て 部には般iヒ

tf1焼成のもの Lldめり Ilる コ」の';-:~k II ~:~を γj

'Iuえび(Jい、fluffのH'、た11Jlf;付属iの特徴かり.ニiL

りの t: (，:~m は tJ，~ tß-Jでぷ定されている L (，:~部可の 9111

紀後1七にJt定てきると考えられる

手IJ;己した 3事!のfI:/，';'.hI".tH土上総には.形態 Ji.(I Jt 

('1'1則係!のtJ主力、14的られず. また，党 ~J:iL珂 ft Lた

9中!の(U，';'liIに 切のifd主wリヵ、なく〆;J;J'軍内.'1¥jも

ない したがッて. l!~Ü;自湖、に U{， する 25判的 fU，';

t止力、令てIIiJII，jにIi'1，したとは Jい昨いものの， 9111 

紀後、ド代の比較的知1Y1Il¥1のうちに.成、人から消滅へ

グ)j品t'1'をれたと"えるだろう a (!!i[[ -) 

的A'"調介，.参加した I[[唯一雌1¥県教打差H~t 仇.1'1:'1

え叫 tifEI拘仏叱

百 九¥

『ア→一ー

:J4L-L-竺竺凹J(
図26 昭和37'1'-群大関査のフィールドノート

3 熊fr火山政の年代鋭

火山L人うr市凋伐の結W=. íì~ fr*山川JMは'，".~ v内似

山が給源であり ， 2層に分かれていることが判1I"11し

た。そのうちの Ku.a1百は.熊fTiti跡111，，)日 11'にt認め

られる また. Ku.bl¥1は H府がこれにあたる

，Jt.I1tされた 7-9 Ij'(上1，1;'J世は.いずれ~ 9 1吐紀後

、|えのilH却を出 lする これらのfU';'hlは 111.1¥1をかiミ

的[fIiとして111築されていると与えられる Ku.a附

は111..問中であり ，(王肘桃楽よリ以前の降下であるこ

とか 1"1る )j， 111"府下位のV1.I!・j"，には法IBJ系のテ

フラカfあり， Cまたは D と与えられる D府町分布

制lは給出zから*打に I{'Iかつて釘リ ，!!Hrj主糊:のテフ

ラは Cの可能刊が高、、 このニとから Ku.a階的

附 F年代は 4jt1紀中葉かり 9世紀Iドxの1mとなる。

Ku.blMは， 3軒の住居1[1ともに I埋没 1:r!' 1面にあり ，

fi:h';の廃絶後である9世紀中葉以降の附卜JIliWとい

うことになる しかし‘}可I.g.tl下IM(第一次則投仁)

にもまんべんなく混八している}.'.iで.fi:I/;.の廃絶却j

に指したl時期であるとの推定も "T能であろう。今後

の資料のI明朗lを待ちたい。

なお. 以!の結果から. 能 fì' 火山!正の~~ r、は，2 

1"1とL1((接的な集部への彩将はなかったことにiJ~' 

る

4 ，'.'.'.ポク Lと問地の残N

f世0-遺跡の特徴のひとつに，1超絶されたfi:lrr;.が月

まリ切りずに 1"1J也として伐リ 、現地点[liIでその存有

力、必拘lできるニとがあげられる このよヮな現象は

北海辺の係文文化IYIの fi. I~~ に凶1 片にみられ，本州で

も$rrilJ' [af・{Ht岡などの井県で雌Jされている。

7号住居祉 昭和36年頃の熊合追跡では，20(聞く

りいの凹地があったといフ しかし，JJU，では耕作

によフて.7号住民白上上に1倒しか伐っていない

7号1主居IIIは，日1土泣物の年代鋭から 911ト紀後半

円}叶'>Eと考えられる n 住民的 l~i り込み[(tiは.自主面的

iitl岐によ勺て不明確ではあるが.第III.IM1: ffIlと考

え句れるこの面は同時に、当時の生i吊[IIHI口地表面)

をむ叫ょしている。すなわち. ft}~'_;.の廃絶以後から現

hにfるまでの!日lには.まず第 1IIMの火山灰が堆積

L. 次いで抗 I屑が l坂'1'.成のもとに漸(以内にJ佳慣

したことになる。I，jl1 1百の仰さは'I'Hj25cmである。

J)I.地点I自Iは1111状に凹んでいる (U，.，1tI:中央部が段
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もfI¥;< .周辺にはドーナツ状の r~':í まリがある この

高まリは.U:II';十品築の際lこ!Ialり 1"げられた1:が//，'JJJL 

状に残されたもので.現地表面にもそ内まま反映さ

れている 1山l目的比両は*'，40cmであ勺た，1"11也の

現状は.謀本かまばらにあリ . ド I，~虫、 t<l )ていた

上額勧遺跡の住居祉 ~:"iji ，ih 遺跡、[土，jíj般市京大宇田l に

あり .，h;城山市績のローム白地 上に ¥'I.J也する i ここで

は祉向II式 1:持をH¥Iする6111紀中東から後、1"に

かけての住!両社内坤没 1-_'1'段にi1WIIBIMのレ/ス状

I佳佑が昨B認されている .JWlJBI，刊は1108qの附卜と

与え句れている

f ì:1I';-.祉の発l~iに際L て. .JumBIMを除J、Lたところ.

直下は皿状に 1"1んでいた住'j'itll は 、 40cm以|の 1~li

り込みで造られておリ.そのl¥Ill'lリはロ ムJMにまで

述している !党絶f量的経過は，ます幣パザ I白!のロ

ーム1Mの崩治にはじまって，次に住民外川辺かりの

土砂流入によって，第一次の!ljl_(~が完 f している

その後.，主nllBIMの降卜J比粘までの約400年m1は，

凹I也として桟 ていたことになる

このような況説が円liH品市周辺てP 観察されることは

あまり多くはない 卜 "~i ，，Ji遺跡的例J j:.たまたま fi

30 I 

、~

40 

30 

20 
¥ 

1 

く

/〆

2時

o 
h 

図27 熊書遺跡 7号住居祉の凹地地形

ま川

)1';.tl1の伐 {fカ'fHIて ncたためである この地I虫て

の~くのfU川 JII は 1， '1'郎かlJtfi'':¥で円1IリJ(，られて

おり 町この，山で L伐 {fか，'11::1，.、のであろう

鳳井峯遺跡の住居祉 f作付|じ牧内引Jt本yli跡 Ij:. 

粁イjJ正取'1'に発比されーここで LfLJ，';の即la:lこ|到す

る析しい知弘を l~!ている この地域は除名111 ソ日l

から約 10kmの{立抗にあたり .6世紀中~後半に噴出

した軽引がギ!~J2mはどJ佐伯している この経{j層

ドに古坑と占!J't時代の住hl;祉鮮が調査された。

特{，肘を l軍に除ょするとInl也ldllカ‘現われて.

11士山する 1"11血によッて(土川I11の存イlがいlる。いすれ

L 6111紀代打(j，肘hlで句鬼r:':j1・II式 u:;をHlIする

ニれらのfU，';JIIは.1'.' r-のtF代主をもっておりt'(!，没

j~ f'l'にifytも認内られるが.おおよそ|色分が1'1'没し

た状態であコた，すなわち.6ill紀代の初日'flから中葉

にかけて 'I:Jiカつ"，まtしその後l超絶されたfU';.t.止は.

IliJι< 6111 紀 II'~ 後佐何時卜軽石によって完全に即

没している i上 JJ; の 1拒絶から粁イlの附 1; までは ~i大

で100年.M:少恥iでは数年と与えられる このHlJにfi:

111;-1.11:の約ド分が1'11はしている

住居祉の埋没過程 以 lの3ju湖、の，制作結果をもとに

して.fU，';の tlpj~j位打を たril1lすると次のよつになる

f i討のJ'Ho:は.枚東 liH色によ てt:fJ始される

この際の 1:附偽造の状況については~解決のnn胞と

して伐る しかし ，竪穴fi: ，~I; の珂3没は ， 貯 1Mの 日

間や凍結の繰リ泡しによる品i治から始まることが.

tll¥ i2:土!討の断 JI'Iîl!l'~.，;から判明している そして.こ

れとともに外部からのけl水などによる 1--砂流人が加

わって第次珂/1が五了する このfi附で半数;'1く

がj-IH没L. そのJYllilJは数年ぐらいと J7え勺れよう

その後， I'~I也古 i 分は 'b..，:うL した勾 t~~ を ιι するニとに

よってU，ji品十流入{手帳l主に少なくなり ‘埋没そのも

のは綬世になる また，ニの時，';までは裸地であっ

たI"JJ也を析Lぃ/i!I.'1ヵ、首iうニとになる 。刷物の繁茂

は. 'f"，i'5. r!乱食やIIiAくによる Ui'}の作動を1小iIさせ

る その{ι 閥舶の機'!'tlのIII:Wによる lゴ量化以外

は.主安主 t'1'.役の1(，(1司を '1じないことになる 突発

的な出来事のないかきり ，[11[地は胆JJ也のままの地表

1(11としてぶ〈妓される fi~ {r ill跡では少なくと L

1000年を数えた攻11でも 1'1'はが完了してはいなし、。

人為的地形改変 fJ~(t ， J-，."，h '!'-，Wf. 3逃跡の謝



1i:私米は， iU，.:JILの完全な JIPi止かきわめて Wyltlilを

要することをJiI"11している そLて ニグ〉こと:.1fj 

JfYのみならず， J也If;変化や 1土民生成町!問題にまで

波止する内りを合んでいることになる

i;fA、. 古;C')泣跡でみられた凹地域 {f のJ)L~は.

"可冷I也や芳、冷I也における J'.Ji~ 'LiJ!<;速度のおそいニと

に起l叫しているとい 7与えか似強くあ ，た。 しか L

1時台遺跡的中ポク lーは. ロームII'!卜に。I(J~) Lて 1m

もI凶t
l
(しており 句その生成;tJ!lは. 、 |ι~'f'i刊における

山色 L 褐色!のそれに比べて，Ilflらかに速い Lの

であることをfTJ，ih ている ，門地桟 ffの/Ji(凶はすく

日1)のところにあったわけである ー

住民社は廃絶後に一気に '1'分が即役し 皿lt止の[111

I也にI血形変化する これは， iE肘か人Hllによってl¥ti

り込まれた人為的な地形改定であったため， そのi>k

尉を'1'J!しした時山で，もとの自然的地形に Lど司た

ことを.rr:昧Lている 住)民的情築および使用'1'につ

いては. 一定の信用により， JJL.j止を制iりするか‘!括

絶以後は.環境似域かそのまま放日立されることと主

写真 7 ..井峯遺跡的住居祉

FP層を除ょすると開まり切らな

かったliJ，:1'.1';がHlて〈る。

るo !欣;i't~ t L たilol，':Xllは. }早没という i品f'{を続て.

M~o/Jの島U主による E罰 J;)'i¥iJtをniMI')1ニおこなってゆ

刷物の繁茂は刷l'j，IHに・ 1tEなどの白世J)L~によ〈

る1.1毘の流 1dt~}J を抑制1 L ， i UA 111の用役はこれに

1'1' ，て鈍化 tることになる

この考えんカ'11、.j'1なものと考える tpj介句多

くのi立跡がI也卜に仰はして地主一l耐でその存イtを知る

ことのできない現状をどのよフに解決すべきかとい

う|問題が'1一じる これについては， 七砂崩れや火山

活動などの突発的立 IB~~ 'j';のほかに人為的な l境改

'止の行為があると 4-λたい そのiU<的なものに畑

i1' iJt作があげられよう 畑作はー耕作によって i壌

を撹乱させるととしに航刊を大きく変化させ守保I也

を!J1大させる -z出した土t裏は， 日開1や凍結あるい

は!十I本グ)l<.iliしなどで凶化 流失を繰り返す

熊合ia闘では.住民の廃絶後には緋作なとの人間

"可動が行われていなかフたことを知ることにもなる。

(能TE 飽)

写真 6 上積肪遺跡の住居凹地

i~ 1II1 B 1;1を除よLたとニろ
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V 山桜み集落の探究

白似山麓 ・山桜み!集落の考古学的調1E 能王E 飽

-能fR食， c手馬県における

埋没川 M品企の段以と深

闘 rerU'i!lr~史研克J 17 

1983， 2 

白砂JlIj合いに小南町集落を望む

時白)U跡は後んの111のl'サ

ニヲ聞に生る

30 

1 熊fi遺跡、発射J，¥J1tの前提

11lY'J ~i~ fでは.火山以MFから多くの水IlJやJ，iのilI怖が般HJされている そして

これらの遺桃の発見はIjlに良主技術の発ii過れlを解明する H体的な資料の-t:i'J、だけ

ではなく .新しいlli{;九唱の展1mをも促している。すなわち司Jj-~I ，.t を辿じて 句 全体
事

史をf，Vfl止し得る位置へ導<'1¥裂な J旦かかりともなりうるのである

従米の集部市は. fJ:llr;-祉の配lkやtH1:.;且物から例りIJ集J品を摘出し.各集部向性格

分析や!t治判 Iliの比較検バを 11 なヲことにより.日と f品形態的一般的法 ~IJ性をとヰき出

そうとしている この場合同 r!t{;品Jは.少数WIJを除いて，発蝦E淵伐によ勺て犯催

し1!1た住居h上併を対主としている 三いかえると.居住域内!t孫請として脱出IJされ

ざるを得ないiAdt干ーにあった

}，J: (j域内逃梢に加えて，回 -IHという If(接的な'1産域が侃尖にf巴えられ句その存

It形態と発展の7ロセスが解1l!1されるに従って !t~-五円以1I1は全体化さ IL . 分析の

対'#.i; 11<111的に拡大することになる。人1111ヵ、 白然を改変しむがら，新しいっそIUJを組

織化してきたプロセえが，新たな時間制をもって問いなおされるに至ったのである。

i洋川県の、H'f'部は. iJJ~枯れI也. }*J状J也，I却施末端に加えて句隙々な成凶のWf}'!J也

力、iUuする この絞維な地形町中に点。する E皇制 ~~{i品のiti跡、 I j:.一見ランダムな立

J也をとるように比える しかし. ，;1'綱に分析を加えると.井itI跡はそれぞれの時期

に比、 Lた水111..J I井地に臨んで立地することカ‘わかる 本川町有する点1!Xに政治的な

作物によって.農耕!t/i品的存11:形態が規制されるようすもしだいに判明しつつある

このような状況の下てイ出会遺跡を分析すると . 千里f'frllの ~{i品の立地ハタ ンには

あてはまらないことカ￥わか

る 遺跡周辺には.水田耕

作の可能な上地は全くない

1出u遺跡的成立は9世紀

後下であり，水凹~f)fを経

済池宮2にした律令体:.1JFの

-mi'i再である この内で熊

合遺跡は.政治的にはもち

ろん.経済的.社会的にも

斗L~f部で展開する地必の動

向とは異なる歴史的過程の

もとに成立した可能性が出

てくる。すなわち，、l"I'fgll

に展開する.水田耕11に中

化、をおく農林集部を r'tll!i 

み!U{i喜」としてもEえたtj占合



熊fr遺跡をはじめとする山HIJ部集落のうち.水111にJ"総をおかない股4井忠落を 「山

怜み集活」として対;足すべき内容がここにある

今回の熊ù遺跡、の発j~，制作では.このような悦占にもとづいたー山 IUI部における

農耕集部の成立とその民間を究明するこ とカ、大きな目的の一つでもあ った。

2 '1'接みJI主格的発展7ロセス

稲作農緋の開始によ って成立した牒緋社会は.水田耕作の適地のひろがる平野剖i

を'i"(、lこ展開した。そして，開発の進援に作って，その範凶は外林郁，すなわち平

~t ffl¥に接する山斑や丘陵の谷あいへと拡大してゆく 。ここでは.これら干野部に展

開する里佳みlI!法的発展プロセスについて概観する。

伝統集落 群馬県下における稲作農耕の開始JUIについては.よだ明雄になってい

ない。 しかし ， 弥生時代後期かり占墳時代前lYI 相')~íiにかけて.県内西部一倍に分布

する陣式七日早や， 出~*百 i を中心として 1\墳時代 jÎ'íJYIに出現する行 111 川式土器を使用

した ~j'菩が水国主JI作を行な っ ていたことは，発j~，調査によ っ て館'火にな っている 。

JJ/. ú: . 水田そのものが確認されている 4世紀rlr~主には，大鹿股な水川耕作が展開さ

れている。この時期の水IIIは.中小河川の流成にかかる沖fuJ也か選定されており，

より少ない労力によ って.より効率的な農作業が行なわれている 用水の確保は.

河川から容易に取水が可能で、 しかも水tj:Eliが日夜な段良町水/11である。このよう

な良好な水出は，その後も継続的に耕作が行なわれ，居住域では.弥生 占噴時代

前半から，奈良 ・平安時代に至るまでの俊介遺跡をなしていることが多い。農耕社

会におけるこのような継続的なi主肘を宥する遺跡は，伝統的な集部としてとらえら

ilる。

第一次新開集落 5世紀末から6世紀代にかけて生活体系に大きな変化が現われ

る。住居ではカマドが付設され. )国住城は拡大 拡散がくりかえされる。これらの

変化は水田耕作地の拡大に一致すると与一えられる。伝統集活では.}，日;住域が継続し

つつ拡大するが，このほかに，伝統集部周辺にも新しい集積が発生している。この

新しい集落は.河川のない谷に面している場介が多<.想定される耕地は欠水性沖

w地にあたる。この欠水制の沖般地は.かつて何らかの要因をも って沖積化された

ところではあるが.当時的現状では河川あるいは湧水などが蛙<.伝統集越の形成

時には無視されていた地内であった。しかし. }T1水の確保さえなされれば良好な水

団地'舟になるところでもあった。ここへの進出は.農耕用の揖'fJドをJ刷ることによっ

て可能となる。溜井ilFI慨のけi現が，新聞地への進出を可能に Lた。この第一次新聞

集落の成立期は.耕地の色、激なI骨加が{足されるとともに.幹mlftと呼は'れる新しい

~域が発生した時lYI でもあ っ た 。

第二次新開集落 6-7111紀を通じて.水111耕作のi車地は。こ とごとく 開固され

ていた。しかし，執助なmJ田政策は続行されることになる。残されたり耕地は平野

都内過水地帯や開析谷支谷の冷水地帯のみであり ，この部分が対象となる。水凹耕

作技術のうち放ち大切なものは.稲の生fiにl下う水管珪であり， Jfr水 過水地慌の

水管理は，技術的に~，(も鰭しいものであ っ た 。 8-9 世紀以降はー 千~t部で最後ま

で残された湿地や， 谷地内の腐値未分解の仁壌を有する冷水 ・過水J也'Hiにも，収縫

訟の少ない1~凹が聞かれる 。 このような段階に成立した集部は第二次新聞集落とし

て分知することができる。

- 能世健小品.f'l{-r位当か

ら千安時代町，J!跡分合ji r新

11
1 t1の遺跡」新町ド村教町長

lt会 19剖 3

事・能程健石坂茂小島l'J:r.
it江 禿夫 「亦崎山南軍にお

ける遺跡群研究J rfiJij・a
35-4， 1983， 4 
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柳川l略 III I!.'民irm;J
.1'町教訂正<1企 19i4 3 

谷底に立地する花般の集落

(t.'jf{d， 1111.えカ旬以以カ i場tllL 

~ J; ') そi，をとリまえよ 1

に怯ι為b、，l:Jt!!Lている.

'12 

3 (1m山績の泣跡分イ'Ii

宇野市;における比治の発展フロセスは大きく三段附に区分される そしてそれぞ

れの!t{i品は.その多くが基本(J'Jな生産止鈴としてのtE緋を水間耕作地に求めている

このような状汎に付して向ITJ立跡は本111"1緋I也が全くない奥山に立地Lている占、

で1寺呉である。

火山山舵であるとともに ， 高;~~.t也であるために，現イiでも未閉

そのためにill跡的発見も少ない 発見されているitI湖、の多くは戦後

白十JILlI飽ー借は、

発なI也か多く、

の入Mによる開相時に発見されたものが11-い I見合までに. I'i mUI蛇およびその周

J旦では.

17かfI片，

30か所のill!i4l;が硲必されており， その内ぷは，縄文時代(fFi 中・後)YIJ

弥生 占 Jflll年代の~{i品およびl'安時代(広義の凶分式期}13か川て'ある

e;J立i;t止発見である

'1' 'i<'時代の集7品は. その多くが標高1000m以上のところに分列している。 、J:j血1頃

rilJは. 山ull末端にひらけた比較的干111な部分に集中しており ， !ì~ü遺跡はその典引

とL、えよう 谷底での遺跡101Iか所のみである いすれも居住肢の近くには.生活用

水町佐f!t!がuft危な小MII!や幼水かある しかし句すべての地が府P;:のある，1，1.¥ボク1

地形的にも水川口I耕地はない

合j宜跡のはかに. {!'(jjtaJT井堀遺跡カョある

発1¥1.された 'I"t，'却iのil't跡は句熊

井上制遺跡は.住居h上l事lのみの4問先である

に措iわれた地域で.

カヘ その形態は熊U"ill跡のi+:ll
l;'h上に近似しており .11¥ I~.ill物による年代観も ， 9世紀

中葉ではば一致する。

-}j¥ 純文時代町地跡は，山脆と谷底との1，1，i}jに

分布している山で， "11附な悼み分けの区分かなかっ

たことをf却冶コている これに付して干安則的泣跡、

は，先述のように山館、ドiUJ也に't'i'することが注目

される。 J.JLuの集f品は. ことごとく谷底に拠点を有

この点から比較すると付11目的立制迭をみしており.

せている

4 111楼み1I主務の成¥'[

以上の結果から. 熊合ill跡の'I''T'時代1主治は. 過

よからこのI也てP生rliが営なまれていたものではない

ことカf判った 干'l'tffl'の良好なれ1'lliJ也を中'L、として

水田緋作力、開始されたことによ って，山間部に住ん

でいた人々 bこぞって、I'Tf昔日へ移行をはじめていっ

主こ すなわち.水ml!1 flの開始とともに.山JHI郎は

主安な生川の舞台からはずされていったのである。

山間部ての'1活が1'1ひi井i始きれるのは司 千三~Ii時代に

なってか句のことになる

山間部に tliU集治力、iJt出するlI.fjijlは，斗"1'部では

すべての本IH適地が|制発Lつくされて.政L劣 l皆、な

盛んに水田緋条件下にある冷水 ー』白木地帯にまで.

作が進出している時mlでもあ った +聖子部における

~緋集治は，;j(凶緋作とともに自作むさかんに行っ
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-能世健「熊(1遺跡内

同調1l:j rtr-'!!~;C ftl 

1983. 3 

機広由耕地

人1i"HのIiIJ也は附よけ也山畑かち

い人11白こ比て問地主11..< 

焼旭町H験町はいない

:14 

ていた C)':H:'lt'，~ I、でU:，すでに4111紀代にはl;llf1~1t上カ佐認されておリ ‘ 6 ~1:紀や 12世

紀およびそれ以後円 11.:滅的な，f~'， lil の凋11: t hJd.'われている しかし ，1m!域はあく

までも水回耕門ーを桁filJした形で立地している。 M，jfl(て'述べた干野別における集活拡

大 iI!:散のフロセス{ι あくまで ι本川緋fiにIlolMしているといっ 8で.単に!(衆

のむ識のみにその聖書l刈を'h，!することはてきない r.~M社会において木川町 L つ政ィfl

Ü'Jf則曲l の分析か，1l，'~になゥてくる Lちろん.山rrlJ部への比必i1UI¥b句このような

ikHt下ての Hf部にむける't治則/JI"IIこI札制iされ.依拠していることはう扶であろう

山 IHJi刊の't /Aの L'止な ~Lì占の N.;位は I， ;r， (焔)fH"HJtであ勺た 従4しこのような立

地iki兄l'の't:~は . 料.1<な '17.I1奇陣式として， j':n;~l(，相11 人 . 山!íd，，jlllなとにかかわ

るものと Lて行えりIしてきた しかし.出史学的，!(俗'''/的な分析によっても町主

な生産 II止をこのような特味な'1，.:¥'iに求めりれる生川悦式は汗j;;化きれていない

王IUI の J、介村ても~， 1が盛んに Irなわれてはいるが.これカ吐川町中心をなし得て

いるわけではな L、熊ih立制やJPlli;立跡的先制ぷ.Ji'1'ても 句特妹な '101:を小唆する資

料はf早らilていない むLろ.嶋中的にt-tする"山w という .I;1岨11fiを社刊?とした

' 'j-:.i丙隊式を与えさるを仰ないことになる

l計.~& ~II~ の山 Il\J ifllには。(1十H山総と同様に，純文時代と '1"，ム一時代の混合といっ J立跡

分布を 'J、す地峡均、多い そして.これ句の地域に共通する山、I;j:，いずれも阜の世界

かり隔絶されたI也I戒にあた，ている すなわち.干~I j' ;~I) . あるいは、I'-j'f-:¥1¥と他のI也

肢を結.. }~ }レ トから，さらに奥山へと人フた地域である Lちろん.それらの地域

のほとんどは， J.!l.{，に至っても水11I緋{乍が不可能で

ある点で L共泊している。ホ川IJtfi・が政治的/f}Jと

LてJ且められ. しかも水mC!ll井をot'，c.、とした世界観

か桃築されている体制lドで。これと制j止する この

ような地域への将人は.体制i内の副/J1"/といつより ，

むしろ扶助な水I日開111政策をとった体制に反する到J

きとも行えられよう 本国制作を紋来するというこ

とは句それたけで，体制!に付する!ぇ抗てeLある

引から陥絶された すなわち型人や それを包括

する体制的|吐出llJlの域外と与えられるI也城への進出

向出~1呈をここに比たい

5 ii民fTi立跡的発仰;，州立

熊(i遺跡的先制調11'に先ιっておこなわれた遺跡

分骨i謝咋の結県から， (1似山範における、l'安時代の

遺跡内主J也が. r'::j +~ ，~':i の'1'1111也[二 日S11'している山に

探 1 1 した。これらの地点I~ ， 一見すると 1' ;'1 (畑)ft 

に過した地形に思える しかし ，JJLuの払必はこの

地山にはほとんどない 谷あいの傾斜地や谷成に止

地する

発J国E捌1tによッて.熊(1"逃跡のイi続!UJH:Jは， U1i 

mパにして一市式，あるいは，多 くて L二叩式的範凶

l内にあるニとが判明した 山IB1部へiftH:l，千判な



r ~~，井適地」 を選J也した新住民たちは ， 但l期H日!のうちに ‘ その地，'í を肢来したこと

になる。同時におこなわれた火山臥マ〉分布調査によって.集認の放棄は，火山災害

とは無関係であることも判明している。

集落放楽についての疑問は，民俗E淵1tによって解決の糸口をは出すことができた。

この平担I也には1m前後の主ボ7がJ佐伯している。現六合村民lム根県ボク土砂を地

味のやせた上地内代名~ItJ として使用している 。 これに対し 、 谷あいの傾斜地は小艇

L多<.耕作に不仲l主:地形をしているが，上砂流出による撹件などによ って，作物

に対してはむしろ艮好な土壊を有しており ."J工土砂として区別している。 }j戦後

の淵拓民はー 千担な，'Hボク上地引に進wしその地味の悪さを肥料の大181投入て'お

ぎな っている。また.この地1，Irはお'よ地帯でもある。地形的には農耕適地であるが，

地味の悪さと気装条件から，これ句のτJIN地は~緋には不適な仁I也であ っ た 。 平安

時代に進出した人々は，このことに気付いた時点で谷あいや谷底の点の農耕適地へ

移動したと与えたL、。その後は、これらの平担地は居住域，農耕地としての土地利

用は村i極的には行な っていない。干安時代の住居上止が凹J也のまま現在まで保存され

ていたことは，耕作などによる地形の改変がなかったことを LFFしている。

平野部にあって.水田農耕をjh調にした生活様式を、、里桜み生活隊式θ として.

これに対する本回以外の耕作，すなわち t引 (畑)作をw調にしたゴ出様式をい山被

み生活様式"として民桝社会におけるこつの生活隊式の抽出をよみた。この二つの

生活様式は，体制の内と外にある点で袈徴的な差異をみせることになる。旦怯み生

活様式てeの世界観は句早からはえる範囲，すなわち早から一望できる山の佼線の内

側lの世界といフことができる。群馬県では.6世紀代に亦城山荒山内山腹に植.fi1.ill[J

が成立しその後平安時代およびそれ以後には、大i~ .小沼恒例J.地蔵{日判lへと発

展してゆくことになる。この間に占、域山箆は.ギ別部 (攻。の水田卓越地帯)の埋

慎み生活線JC¥の拡大としての谷地111の開発に11'って. 111から里山へ.そして唱怜み

の生活域へと地域紘大ヵ、おこなわれる。そして.このフロセスでも.山lI1i肉眼目J地

帯 (現I1の水111• I'~\ 作üf交地帯 ) では ， 縄文時代以後に-w集落のとだえたところ

への再進出となっていく 。

一万、これり型恨み生活様式の外側であるI也1h:には9世紀ごろにな って新しい生活

様式が成""ーする。この生活械式lム早におけるや山砂とは異った.いわばい外界の

山ぺ現在の畑作卓越地1j.ti)の中での山修み生活隊式として新たな肢闘をはじめるよ

とになる。律令体制の崩壊に伴って出現した新しい生活様式といえよう 。

島耕社主におけるこつの生活樺式
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新'I:.i:百十L式の11'.現 9C-

(水UI 悩 fNl-t定地帯)

里棲み生活栂式

山間地
( LI.i岳f，;flll) 6C-

A 

山|従;ま
第一次新聞集落 8C-

l í-.l;~Lt也 谷地川町出JJt

|叩1也H 第次新開集落 ー 5C-
制li'di'iP{の11¥J;見

'I'l也A 伝稲統f1集院叫落の開始
1 C-一(水田中越地帯)
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民俗学からみた熊倉遺跡 T !I~ i.t! r~:j 

n本の111Jt!!，';jf:，集iOの特質

近年の日本社消の(~Jtt成 klニ f1 な ゥ て . 1111也に付抗した忠治の~':î 1!1限界はその、l'

均r(:j1ftをfJk下させ、限界に近い1I主治では人r1 円減少とその在向?化か~!t片である 本

絹でとりあげるiW:tr遺跡L.特にいちじるしい災ムーのれ跡をfi:びすに政史されてい

いる内で. jjj代においてこのような社会的変ザ!の結米としてl在来された山地忠治的

lつではなかろうか 以ド、かような祝角からそれについて号繋を加えてみたい

36 

rI本のj¥'S/!f脱出Lに近い集必について，除111f主久はその特17をつきのよヲにがJ'i!し

た まず，小牧夫掠 .JI: 1-.11弘人は初'JlYJの地形l司|に乃、された111I由民治をボめ町その

大部分が日本列J込町1115lとお地とそのUJ紋lil;に接して lii，L.その材11:73が1000-120

Om ( すなわち熊合Jïi糊クラスの L の)までは大ドヵ、 J;~:t生川を-Eとしているもの

の.1300mを越えるものは交通路にm?茶!i， 休担!小凶あるいはも1I111者のための社

主 或いは牧場小尾や鉱山 ・ 品以などの~a以外の機能をもっ集治に限句 tしf'1j外

的にこのl何度でも民業集部力、}{uするのはl問点山地内「一l出111U主の谷底、ドj行部のみ

であるとした。UJu il~h"; は実地B調査によ っ て林主集部である本I也削iJ~;' f.土地 ・ 裂炭者小

尾 ・休業労働おfU.'fヵ、1400m以上まで分布することを担lったか，それらは林産資械

の変動と J七に(立;fiを変え.数年且セ数 1-';1て。集部がft動するニとを t占めた。現t:jJ!X

成長j切の経過後は山地のiillli州市工会ーの発達と家庭燃料としての新炭のI曲f，('，か夫hiし

それに1l，ú したこれら ~{i喜はほとんとω消滅している 。 以上円相正鋭によって L 明かな

ように ， 近代以後における山地US/i品 I~':jI主にみてもその尚}!fおよび木、J'位出には大き

な変動が.4め GIしfJk地位fJf集必にみられる長則的安定刊とは呉る Lのがある

さりに.これら I:':j仙一山地m{，品の111;{i::-f'iを#えてみよう 。近世末期における飛開地

万の生直物とそれによる住民的栄提条件とを)].~;'fLたJEj官民肺("f-博物館研究nらの

研究によると. I..Jj也HでI口'jf.止の山r，iJIt必はil，H左1000m以上のブナ11;に持する向きに

存イlし維殺A&H';による1'1給'1'.i吊を';;i'h，-m~て'-Ltl~* 且び山菜がÎ11ì食用として ftt JfJ

された。それらは栄長1甜としてはfJU也集必の中心的食料iとしての本:にく句べて.さ

ほど劣る Lのではなかったけれど L.全体として動物陀の蛋1'1t'[止び脂ijh分とカ Jレ

ンウムなどのmJ恥 ; IUr~少なく ， 逆に今日にく句ベて塩分のl止がいちじるしく過剰で

あったとみなされる ヒエを主とする畑作雑穀は多くは焼畑の粍叫によ ってよ&toさ

れ.ソハ ーアワ アズキ ダイコン カブラなどと輪作して地力を剖i持 L. それを

終 fすると緋I也と林地とを転燃するという Jj式をと って生活した しかし彼等fU(

は{凡地と民って1'1給もしくは尚品としての農作物のみに依存したものとはいえず.

林内物の抹取 '!JIIL J'.i猟止び漁lll.その他鉱月一物や以|のu持派物何日h級輸送といっ

た，品同のッlj働によ って'1二討を維持Lたとみられる また，これらのfU(の服務は年

間1をilftじ P 定ではなく. ~は漁業. 冬は伐n 製炭 針lii¥と見るヴJ'f101Jに従つほか，

家族は f}{あみ. 制作仏竹細 1:なとの凶J~Hi丁サなど， ー家で多憾な生舟活動を行

ったと与えられる

より古い時代を宅えるならば町 ヤ久一時代ぷJYJのこのI也Ii IU(の 'I:.il~の特t'í を r.lt1

~'l，式 J の n己械からつかがすことがてきる すなわちその l悦の 1111こAれ1%，1悦ー



公I南としての稲の数量は品4j)京でー隣住1;定濃国のそれ井30)J宋にくりべ1 にす

ぎず町その国分与料4万*に等 Lぃ。11<騨の国分、，~~料はこの%である これらは

淡路 ・(主I性主どの品固とは11'同じく木綿'J:.I)E4(がb極的て少ないことを不す。 rL~部」

では父弘雄物としてのJ11物がなく. I!r丁 (I人という人を資淑としてH¥すことが定め

られていた。いわゆる「飛騨I売」であって本」こに従‘ドする人びとである。また「玉

川」のJ)'[にはその浮浪人その他. すなわち，I"~民として一地に定住していない人び

とに付する商社Jの氏物が義務つけられている これは同じく山国である信;盟国の住

民と lo)憾であって.これら中央』白地帯にJi'牒業民が少なくなかったことを，l}叫えする

であろっ。さらに「典業療Jのところには，l~蹄2 め下角30があげられ.野獣の多か

ったことがうかがわれるこの均千 flJ!土他IEiからの別氏雑物小の本羊角的数にくらべ

てL絡段に多-ii(であるから.これに准じて他的 77 ンカサルなども多数械息して

いたことは推測に雅くなし、。したがって.山地高位!l!{i高町民lには占くは非農業的な

生活を悼むものが綿でなかったことが Ilj代から近 111末までの飛脚J也万円ド例によ

ってもうかがってよいと4える

2 プナ4;?の11111:条件とその，)，例 石川県rI山箆の羽合

さきに記したように， 111地集部円高f止の Lののすちにはi止J也・"t:jiJ.fmの!tdiおにみる

水稲栽tf{を中 'L、と L て世話するものが比較的に乏しく，~緋的土地相)m としては山

肢を焼畑式に輸作し林地との相互転換を特色とする場合が多い。このことは時代を

湖るほど許Lか Jたと巧えられ.さきの'延与式』で LJ-tI同tlJ挙止税公l曹雑稲のう

ち大、l'の|司には「修理池消料」なる 'Ir11 

の稲が.4Eめられているが，これは水lBilli

概的目的とみなされる。こ町'lt目のない

のは水mのない，ι原因対馬島のほかい

ま論'-ている飛騨1f.1のみで，正悦等に若

「の稲があるに Lかかわらず准i低則的池

鴻修理貨が言11ーされていないことは，水

田が極的て小規伎で国 'I~による地獄用水

町維持に1血しない程度のものであったこ

とを意味する。したがって.農作物も畑

作のヒエ アワ ソパ・ダイズなどとダ

イコノ ーアズキ カブラなどの1111J食用作

物が主であったらししこれ勺は地温 ー

水温 ・公r且の低いことに対応した選択で

あり ，全体としての溢挫の乏しさを示す。

かような指標としてもっとも地域的条件

を現すのは森林州生状態であって. 日本

列島で円この地域ではブナ~ミズナラ林

がそれである。

現代まで飛堺I也万に同じくこの林帯に

胤l"焼畑式の耕作に依存してきた石川

県白山内麓の[1白荘地万の u也事l問と集落

11  'H"川 }f

Eヨ プナ~ミズナラ件

区コヒエ E帥品

第 1図飛弾の植生と

ヒエ主宜集落(1870年代)

10 
企

2QJ..m 

(松山利)cによリ簡略化)
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との関係を 'IQ刈として巧然してみょっ。この J也}jではj止|吐を通じて焼'ijllH'，̂'IJ'l jわ

Iし小数戸の分散Ú'Jな{~場式の ~l泌が山中約 800mまでと級料而を利用して立地し

ていた。il]:ll上末期の戸数は約5001'で， フち 190pi 力、谷底的狭い耕地に依存し 切 手:~)

200戸が山 II¥UJfJ也に小泌をぷけ排!1'lYIIl司そこにJ/;'住 l，収機を終えれば谷底的本拠

地に Z日年内民緋開始までfif}住するので‘これを 「出作リ と称Lた さらに約200

ドは経常耕地内に通if.1，'H主Lてi'I給生活を'i:t"んでいた 山肢のかような fi:1;を含む

ー|月の緋地をム Y ンと呼び. その l井上の良好な部分は i;~' 11;11 (キャ チ)として. 日

常l，ilJ食且び衣料としてのダイズ イモ ・ダイコン釘よびアサ ・7ワを紘尽する キ

ャ チとM'七をめぐる林地は薪jλ止ぴiIl村を供給 l，ややi主万円料I耐林地を順次焼

いてナギハタにし町ここにヒエ アワ ・ソパむどをf品川して数年間輪作l，i韮次林

地に転換して，1>(。その範闘すなわちムツンの大きさは 20-50田I少にも Iえんた Iit

I也的場合Lこれに准じてHH也おは組子数代にわたってi'l1'的に土地を竹理経叫する

のが原則であった この泊年山中に川住する人びとは宇田J的な耕作を行って谷J，{の

!快活に本拠を L つ家と [Iij じく正米は谷/i~IIIH 巨 tlのうち人Uが過剰となった結果と

して山中に耕地をボめ茎に谷氏の家から分間i して山 rll に~主年府れするように主 っ

たものとみなさtし同 tHif乍リ生活に属する Lのとして 「水久出作リ I永住日1作り J

などと呼ばれたが、来してそのょっにみなすことができるであろうか

近世をjjfiじて全同町jに人口は Ili}'1ι.li rのWI!JIIがあったものの，後半JUIはほとんど

停滞した状態であった ことに.i!['i( . 'i~ f~ ・ 'iOtí ' 1<1別， Jd:?c主どの以訴な凶坑に

f'IC ヲ飢餓と 。 !軍々襲っ た純子府 ー 麻4~ ・ コレラなどの伝染4.:a.jによる人[ 1 減少とによ っ

て郎会以外的人u.f17lJmはほとんどなかったはずで。ある それにもかかわりず， 100戸

の谷底集治から400μの過剰良家が発，tしたという確率1;1:，いかに1'1山麗の(1I(の

生活が余桁ある、 しか L隔絶された健康的なものであったとしても.極的て例外的

視草といってよかろう かような人円過剰にfl'ヲ出作リ集活形成という通説は.以

Icの見地からみれば内験IHされてよい ι1> ::J(として天保の飢併には一村全滅した村

治カfあったし，その後はこれにそなえて神的Itj蔵カf強制された。また，その以前か

ら冬型i肉食fll¥不足のための出綜 ・物乙いの移動{";が多数に山ていったことも聞知的

事実であった

1 ，記の ~IUIに対してこれを主持する'1';こたのf，' 1ニが近年何られつつある。佐々木向

'V(は昭和40年代的高度成長期に J己1I付地[止でムツン耕作中の9戸中町8戸，また [riJじ

ころ償山惣J1は白2E村地区で同様に51-'中町41jが， t且先以来*'J200年!日1山中のみに

}l; 0:していた家系てPあって，宇部ill¥作りではなかったことを明かにした。これは向

度経済成長に応じて苧節庁』作りに従う者向大下ヵ、それを中止し農業以外の職主に

転じた結果として ， ムツシ耕作詞的水年山中 '1~' f主をつづけた家系の比率が高ま っ た

関係もあろつが，山中川住者といえども転般的自由は同機であるから，事実として

この年代までムツン続'iJ.向山中間fi者.すなわち近世巾JUI以後にはHi作りとして人

r 1過剰のため谷氏't却を出て山中lこ林地を求めた高位民税としての新来者に属しな

い住民が. 子氾1外に多かったことを』21fる資料といえよう 。これらの'1'に古い山惟み

の人びとの系統が残存していた可能性を~;定することはできない

報告者はまたj'j宅地1，くの2，3のみ院過去帳を s調査し ， 近 ~I 中期l以来山中に屑fjーし

ていて死亡した記録中で.そのI世れが現イ正知られている過Lの山中のJO"住地と一致



するものをボめた その結呆はムソシ fU-:の大多数は. むと1'1下地l正よりも出Jilこ

当る位IjijJui(i ì[川流域の山 ~~Jに居住していたもので. したいに北 liに将り子取川中

流町山地に止んだ人びとであることが明かにな った図これはまた綜入制取の通婚す

る知人税肢の範聞.物資の流通交易のl豆M さらに1，';fU也の地r，の成立など各Hiの

伝本によ っても災づけりれる。これらを十w坦として州"古しうることは. R 4:列}~中

部のII.'ji占;i"I: !t {i品 1 1 1 には • (民地から緋I也の不足いいかえれば過剰な股民労働JJが、L11

I也に耕地をボめて入込んできた多くのfl¥;f立の山地~{í品とは先生系統を異にして. よ

り以前から山中生活を叫んで比較的対JVWlIにその ~i引占JJ を変える確率の大きかっ

た如何がffIlする可能性を百定しえない それらは水稲緋円 l判明!なブナ林帝にも適

応しf守る生活であったようである。

3 熊frin跡についての仮説の適用

七ぷは fJLイrの山地~端的特性から得られた山怯;'fU-:~SfMf{t の ffi，;見であるが.

これを熊合in跡の状態にどの符!主に適用することができるかを与えてみる c

能TE継によれば.IriJ遺跡は標，:':j1l20mの 1;1:~ It II fH火山 ~i ~置の 十1'''1' に当る段丘面を

IJjめ.M中相lはプナ~ミズナラ林常に位置する fj!{，l'i II:lfIiの大、|三は草原;l.は農耕

地化されているが. ;;ロポク土壌が!ム〈鋭い地味は不良である rmtfとn村主的{古川
にあって11年JijJもほぼ|口]時期iの9世紀後半から lO世紀前下町ili閥、に相当するものは中

ィIti'lfl<火山総のみにl2-3カ所も担lられJ、ずilL比較的制JVIに府住が終っており ， 第 2図 白山西畿の植生と

しかも住Jl:'の放策は噴火等の災害の結果とは無関係と B4められている。つまり比較

的知mll:lIに，1
1;-(4地内移動力叶fわれたと 4

えてよい 従来はこれらは焼畑経営によ

るn*~/~fn' i:. i ;rj をいとなむか. 正は製 f~

その他111J也資i別式取のU的の住居とみ主

されたが.それ以外の解釈の可能刊 ιIIij

rlè近代まて'肉 r~'~fù:山地集;'f，の矧引に属す

るとみなせば.力、主')大きいのではある

まし、か

f出ftj且湖、が形成された 91廿紀後、ドから

10lH紀liij、1..は.天引のィtit止でいえば丈i忠

米慌の11年JijJて u正にかなリ A佐な史料

由、残されているか.多くの文人政治者えが

輩出 Lr~:jfN b数多く海外との交流も慌で.

良さ ifiI吐のようにみえなヵ、ら各地に災古

が起り尉110も多<.貧富の懸隔ヵ、いちじ

るしくなる一打点北U本町ill.tttで{立場々

騒乱があった。したがって，官府内統制l

がきびしくなり徴税も厳軍であったから

これを避けて作令国家のi，t礎をささえる

水稲耕作地引から.山Hl1の課徴の手町且

ぴがた L、t:J血で畑作によって生計を維持

しようとする人びとカずあったのであろう 。
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10 

近 lせ~，!明の椛籾I也 }jの水稲i主jr~- 範iJij を 'J、す r n~州，L.」の Jê~主でも .500m以上の水 1111 ;1

ヒエを栽出していたし ‘これに先ι て 2111:*"の 16tll，紀後下でも ~t 1-.111 1:流雌h'lrli 

郊外では納生はブナ~ミズナラ林に注しないl何度でありなから L本田はすべてヒエ

刊であったーしたがって.この限界以上は本航紘!;'fl圏外で .II;J時に律令l.J.:aoJの椛jJ

~ ~N\' 、ものであったにちがL 、ない ここに肘れするならば水稲V，l誌の欲望さえ判lえ

て、焼畑式の畑J1椛'-;4によって'1:泊する場合は比較的にlfll/1きれない生計力、ιてら

れたのではなかろうか。たた L.地肥は之しい lてに問点Jillii肉火山灰のJJHt'tJ也て"は，

I也))の低いために数年にして排地を彬動L.これに伴ってfi:'，';'地も比較的知かい出1

Jl¥Jで移転させる必'll'を司 ιたにちヵ、いない そのほかに l'地怜1)の探査をのがれる

必裂もあったろう。ニフした'1'.川町板跡はおそらく熊介ifI跡の状態にかなり矧似し

たLのを生むこととなると;;"x..てよいであろっ

l民するに熊什i立跡住民的 'I~ilriは.これを '1' 111か句近世に:}<めれば 総研山地的住

民か『延汗式Jにえがかれた Hi'tl!てあり.また『斐太後凪 I:.;L が記抜した近世末

期的"1J:にL近いものであった すなわちJI股桃JHしくはiit殺t!U;";農民のいずれか

の引に同 L.比絞的短期間に耕地 住析を+ムして山 ~II生活をつづける占で . 近代ま

での円山E聖子取川流域にみられた住民とほぼIliJ憾の句干地fU(からみれば1111乞いに

iIT: ~、 iki兄てaあったにちがいない

これらの ~rt ，~!.!に胤する生活を総称して r LlI怜み」と呼ぶならば.こ の特色はおよ

そつぎのようになるであろヲ

l ブナ~ミ Zナラ林借止はフナ lil 下半分のr':~1ftに位置する

2. ri数はあまり多くの集jllをつくらず，比較的対lUl間一地点を山)討するたけである。

3水稲続的は悼毛的て柿で 'I:.;;!のため農業以外的府主を'i:¥む場介も多い

4必要以外水稲作地借にけiてゆかな L、d

4 fJWfE:本よりみた熊17i立跡

H民u泣跡的I，F;-fj::~-の 11:.i，fj形態の4H刷、が.現代的六千子村や";I.il'.町の住民とjPf等かの

結びつきをも d ているのではな L、か，たとえば(1山績の山地住民の一部が谷底集部

からの出J1りによっているよ?に. t~itの fU(であった人ひとは山 Fの，11 ;-0:1也から

一時的に持動して'七百 L， I1iび宇節 (I~Jに又は必要がなくなった場合に ， 山下町本拠

に'h;}j立するといったれ出Jをと勺ていたのではな L哨益といっ~iJ組は 、 lニ記の概MJ耐と

はりIIf阿に~~体的な探題として作山する 報;'j-riはこの引について入山地IX:を 11-1心

に税岳町民間Ii;棋の1¥-1に.熊itJ阜跡とのつながりを布、すものヵ、イiるか古かの訓査を

r.. hr:みた。ます .現在入山地1><:に残る u也干IJmtk術のうちに.熊倉町民;'{i，的存在

立五tを考える lで極的て関i主が深いと推訓iできる LのがあるかFJかをとりあげる。

骨l~';-(iは長、f . W広 和光原"札占 11j(.世ι・引iI{で焼畑IMliについてIlfWを行

ョた。そのぷ制11は資料編にゆずるが‘こ の地尻町焼畑経常は慨して小規校で生活 t

'Ti.裂ではなし分本界の北hの秋LlJ郷におけるようなA悦される現象ではなかった。

その故大の.fI!!IIIはItl'馬県側の森林が早いl時期から木村資源として1甜値が高<. ド駄

村 ー1111物 杓 fなどとして商品化されるものであり その代りに食慢は雑殺以外に

米が購入され得た点にあるらしい その一閃は問知的よヲに';.:i It温泉があって.そ

の'，'t;用があったほか交通輸送の似が秋山地hにくらべはるかに多かったためである o

vくから森林町大下が回{i林化され. また文政;F- I~nに秋川77 三干の出猟I也であった



ことも，中J也ヵ、少〈大本が多いためであったと考えられ句，'iくから焼畑lはあまり行

われない時代がt./，~、たりし L 、 。 ワラビ粉とワラビ縄が産出している白からも ， 焼却l

によ って雑殺を得るという布lu]は少な くL雌とはいえない川拠となるし文政の村

YJJF上によ っても 2の焼阪の生産がi生べられるところから ι吋時から焼畑は怖だっ

たようで.小J也れとして L入山のすちに キ ソノ〈タ (坦'HIII)Jのれがみえるほか地}j

Jとしてのヤキ7 キに|話lする名祢はな，'0したがって 1'1'代からひきあ)'e"、て 11111:1) 

耕作的焼畑が;[111まで継続した可能刊は乏しい ことに内r*i114込町焼畑地帯に共通

した原始作物としてのサトイモ (7ロTのjf，、統)ヵ、全く紋桔されず，この作物がかえ っ

て胡麻と共にfk忌刷物とな って来たことは。 Ili代的焼畑が文化的な而で中世以来の

この地方的作物と Lて全くうけいれられず句それ以前の農耕文化と以後のそれとは

文化系統的に呉な っ たものであることをロrEr~1するものといえよう 点説的にも焼畑l

緋作地に一般的な.ヒエ ・アワ ーソパ等畝、工をせず散播を行う門物に対しては，そ

のよV-;1を「d手<J と呼んでイモ ・アサ ー7 メなど凶耕作物についての}!u;}を「ツク

ル」と称して反日rjする慣習が司ここにはほとんど普且していない。これは住民の焼

畑農耕文化が不完全な基礎に立ち.相対的に新来的補ih'.農業であったことを15味す

るものと判断される

また耳rjの資料として小叶l地区と吊iIη品以との!日lに行われた宇節fiJ!tfttl'i行Il，It'( 

ilt (1 似火山地域 ( H':引を合む)に対するこのJ也Ii LU(の歴史的心!'I~ を .J、すものである

熊合およびloJn(I~IJ の向 i立集活泣跡的付[;riはー1;1.~ I~温泉とはばl， íJ し I:'~rfrにあり (ilJl 

火山の裾野の一部を出めるが.これらが山施の六合村住民何十Jl先とかかわりがある

とすれば， 1-1高度のt';1.i位温泉も資源として1面fi{[があるのだから通年Ullもしくは苧節

的な住居が10世紀ころから，温泉附近にu<t:しても差支えなし¥ というよりも療主主

その他の利用のために肘fEする者があるのが当世といってよ" 0 少なくも 12世紀鎌

fr時代には，'t'!.iIti~-ltJ止はある位度人びとの利用したところであるといわれる 。 ところ

が，近世には草沖内旅館 ・商府等はま'.)400mド}jの小雨地区に降 って冬子三を過す生

活を営h.， i品;~の渇ノイE 硫黄のf正取もこのJUJrojは祭じられた 知識人は浴客ヵ、な

く県気も甚しいために P仁れた習慣であると解釈しているけれども.住民のf"，本て'は.

この期間は山上に山内神々が集会されるので准'IaLてその区域を犯さないのである

と1ムえている 市なる欠出による字節移動であれば，年によ って移動の時期は変っ

てよいはずであるが.小悶の住民には冬地iは|日9月一杯に下iJlし1flH月8目的然が

過ぎてからを山するという規定が守られていた このほかに六介村民が自似明神の

祭忌として里芋と占IJ般を絞培 Lないとい 7ff忌を近年まできびしく守 っていたこと

を考え令せれば~苧阜市住居の!~JI は Ijiなる気温や硫~'l盗nP. ;;t~制的便宜的な規

定にtl1たLのではなく 、強い山li;1Jflllのあらわれによるものとみてよい。周知的よ

フに民間1fcj flll 1-_の4JJ8日は 引なる釈迦誕生日ではなく 1.iJ円相11の祭儀のHであり ，

また10月も神祭の時であってこの間は山内神的支配する区域に屯人ることは成めら

れたのてeある Lたがって， もし熊uその他が現在の六合村l(とつながる住居祉で

あるならば.それは市山温泉と同様字節的Ijf}f土地て叫あった可能性が大きいはずであ

る。またそうでなくて，考古学的に通年間fjが行われていたものであったことが確

かならは\ それは坑六合f'E t~の l，; flll と 制 l反するものといえよう 。 1984年3月

11 
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VI 六合村と熊倉遺跡

熊倉遺跡発指調査の課題と展望 市村勝美・山本消司

l 社会教育の中での発掘調査

熊合遺跡は，発掘調布の結来営々と ltii'iiが'員まれたものではなく. 'f-安時代にな

って突如出現したムラであることが判lった。また，このムラはその後II1Jもなく !誕絶さ

されていることも ~I っ た J この '1与実をとのように解釈するかの問題は. lul時におこ

なわれた多〈向調合によ って解け始めている。私たちー六合村で社会教育を推進す

る告にと っ てこの調査による故大の収機I~ . ‘熊倉ムラの人たちは六介村の J、イオ

ニアであ った とする見解が示されたことである。山内奥で様々な n正行錯誤を繰り

返してきた山間H民的生活の原 E戸、が熊合にあ ったわけである。

昭和56年になって.熊friu跡が危機に瀕した。とりあえず， ilI跡内保Aを目的に

発掘調査に人った。財源的少ない過疎の村にと っては.正直のところ大英断であ っ

た 。 その後の ~f~教委との協議内中で，文化財保H並行政における発掘調先は 句 単に泣

跡を記録としてとどめておくのみでは主し資料化された遺跡の内谷を新しい文化

fl:. ~目 ・村づくりなどのための )l~本的立資料として活用することが本来の目的であ

ると確信するに七った。

六合村も卸多分にもれず過疎の村て凶ある。若者の志[;1]は町に [ItJき、主人たちは

活性を失いつつある 山村に生れ，育ち町汗を流した帰結がこれでは何んともさび

しいかぎりである。村民生活の活性化を求める声は句ニニイ数年来とだえたことが

ない 新しい村づ くりが必要にな っているゆえんである。

2 山に1Ri"した村づくり

白分たちの住んでいる地域を佳史的にf1t!解するということは.過去の風 iの変遷

をf1t!解するといフことになる。それは‘とり Lなおさず新Lい胤 1:性をボめるため

の基礎をかためるということにもなる。

風上性とは 可 単にその地域特有の機構，地味，植生などを正、す d~ではなく.常

に人l聞が介抗して作られるものであると考えられる。人間によ って開妬され.地-ff;

が変わる。人間が社会を形成し.集落をつくり上げる。そこで展開される様々な社

会活動が地域を変貌させる 。その結県として得られる景観が風士性である。すなわ

ち，風 1とは，その時々の人の心によ って変貌をとげることになる o

今.平野部に展開する新しい社会の波は.山深き六合村にも押し寄せている。新

Lい社会の波は守 出い宵慣をことごとく百定 L.近代的な社会をつくり上げようと

している。六合村もずいぶんと変貌をとげた。もちろん人の心 Lである これら近

代化の波を全面的に否定することはできない むしろ.憤極的にとり入れることに

よって新しい六合村をよポiJLなけれは'ならない しかし.坦々と的われてきた山間

部の生前線式を捨て去ってまで‘この新しい近代化をおしすすめてよいものかどう

かは大きな問題となろヮ 。平野郎で椛われた生活僚式，そしてそれに基づいた社会

の体子、をそのまま，この池i止に入れてよいものであろっか。J血域に恨ぎした発展と

はいったい何んであるのかを悦宗しなくてはな句ないのではないだろうか。

私たちは，熊合ill跡の発掘によ って得句れた資料をもとにして，山に恨ざした新



しい村づくりの帆必l以来を内成したので.ここに従心したい

3. r心のふるさと J /、介村づくり構忽

f1.たちは. 男、ぃ iをLJ た11;)にな '1'，11)血を討さ'した人たちが.その地味の怒さ

や劣J巴な気象条('1に勾ワき.その後谷ほや傾斜地に移動Lた!という凋作所見を主

f干したい LかL.たからといって六介村町ハイオニアたちが.ゆとりのある宇治

を11<1出していたとは考えり ilない その場所でも、山間地という山町』な条件下での

'1 治てeあったろヲ 彼らはそのよ?な '1'でも))強〈生活を続けてきたのであった

ノト守干J‘たちは.このijf史的な '1>実を しっかリとぷぷすることが必要である この地

に似さ Lた先人たちの'tき万を学びなから.ニ内地で新Lぃ社会をつくり lげてみ

たい 提ぷする偽恕|χlは この考えんを似1;(にすえている.

山村生活資料館 ます 考えなければなら主いことは，六介村の地域を.E'f解する

MLてdある。ここでは rLli村生Ri資料館」を1/'心にした活動を考えた 一口に六介

村と ιって L.その中にはいくつもの勾境かあリ .いくつ Lの'1活様式がある。山

村生活資料館は、 J、介村を知るためのJよ-1"資料を系統的に収議L.資料化を図る

あくまでも村民の学刊の場であり 村J(にl'~解できる資料化が 1ti止の懸案となる

また.rH論.会山花.集会などの施設をfJf，l!iL. "、介村の!止史を iWi(にすえたコミュ

ニケーンヨ/広場としたい 新しい村づくりの防f11は町ここを拠作としてすべてが

始まる。

」るさとを知る続と子の会 聡史は生きている ，tき続けなければむらない 山

付，t治資料館の資料収集は.付Rの千でおこなわなければならない 生きた歴史は

A りつがれねばならない 阪史を持続させる鮮は.おじいきん，おばあさんと子供

たちの間1でしっかりと組級してもらいたい 使われ主くなった，'1~ 、J且U.語り継か

れた'セr百円知』U. そして地域て寸Hつ'いた 1ム，;~などは. 在人の刷版{内な村づくりへの

参加lによって.新しい十l会づくリの中で'主々とよみがえるはずである また.すた

れてゆく年中行'1¥をみなお Lて.ガJない可!の思いIHをはぐくんでもらいたい。お年

;汗りのよt務は大きいものである L. これからはいそがLいllf日に Lなろう

あすの六合村構想委員会 行年たちは.あすの六合村内J旦い千として.社会を考

え句発展させる了I務がある。 f供向頃か

句体得した生活(J条を.皆んなで発表し

分析することによって.現実化Lなけれ

ばな句ない 新しいものを機得するため

には.広範な Lかむ↑1i'1lなz汁論が必要で

ある。すべての問題について.正面から

あたってほしLυLちろん，自りの戸't刊

が大'1>であるが町村を離れた人からの立

礼も -i'tmである L.他地域の実現も構;tt!

を日う重要な安本となろう 最も大切な

ことは，地域に似ざした新しい村づくり

である。山村生活資料館を中心とした械

極的な政治参1)11，行政への助言が必要て。

ある 地についた企l由'i1Jとともに若布の

冒とのたたかい #になっても
描けない町に士をかけて融りを
ヲなカfす liい者に付するいら
だちかも知れない。
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;1 ij!11 きが '~:Rされる

学習とスポーツ 山村'L治資料館を rl' ，c.、とした.広範なす科吊動が必要である

コミュニケーンヨン広場は，そのまま rf':~Pl広場になる。ふるさとを知る税と f の会

の活動によって資料館内には H唱多様の「ライブラリーJ が完成する。生前向支え

となった六合村本」斗立公開民家での「体験教句、J として妓そうではないか。位史司

ド1然，文'''1'その他多くの ~j 外観~j1コース」もつくろ~}" "i問の最先端を感じとる

ためには「入山ン/ポジウムJの日目fii'(， E.ぃ

レクリェーンヨ/・スポーツ L欠かせない村づくりのひとつといえる。剖a-¥!:休#

祭へのh'j極的参1111.~f"ji，117 ラソ/のフェスティパル化1;(，('、おどる新しいお祭りに

なるかもしれない 白恨山鐙の地形を生かした J、介村スキ 7 ラソ/も‘この地域

ならではの1P:1前lになるとW1三したい。新しいお古寄りは里カまえりのきっかけともなろ 7。

外来者の受け入れ J~í桂内里六合付は.外;.f:;?'i も!I-'、。しかし ， それらの人たちの

多くは.1也の観光地への通過地内としての干11mがほとんどである。 六千子村に行っ

てみたい というえ持を村づ〈リに利用しようではないか。村人たちの附極的な '~f

門・村っくりの活動は.外に)111けてのアヒー/しでもある。心ない観光者によって村

内が乱れるのは['1る ともに 'ttlできる深境づくりが必要になる。他地肢の人たち

にも'1河のための7門教主や研究合宿のチャンえを与えてみたい。幸い.六合村に

は!I-(円以)止やI()白がある F 地づくりはすで"に完備しているのではないだろ 7か0

4 おわりに

以上内情悲!は、熊f712跡の発掘調1iを通 Lて.ベ合村を理解し，新しい六合村を

巧えるためのひとつの楽である 熊合J立跡の発掘調査の結果I!.今後多く的研究者

実りの軟 収品は一年円切1J円 IHJで議"面され守 きりに分析されるであろうのここに掲げた私たちの構恕案もまた，
'"りであるとと Lに 冬にたち
jilJ I ドラマの始まりで Lある。 多くの村民によ って分析さtし実現化に新しい歩みを続け始めることであろう。

"4 
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U{{和36年の冬に，尾崎 ~'Or:litt専 l によって発}止さ

れた熊倉iB閥、は，その後の水い年月のうちに新らた

な税点をもって II~ぴ脚光を浴びることになった "， 

時的発抑調査は，6軒の1tl..;. &に対して実施され， l171

冷地町内恨山鐙に、l'安時代的lli必の.ff:fIを実此せし

めたのであった

今同向調査は昭和56年から luJ58年までの3ヶ年に， i 

って行なわれた 調査の日的は，遺跡、の保必策を必

じるための資料収集が主UJiであったが.学術的.教

育的凡I也から.熊u遺跡のイjーする歴史的立義の聞な

も重要なテ ?のひとつになっていった

f出合遺跡は.従来された{工肘担J:がwまり切らずに

凹地として残っている占，そして遺跡一面を自似山

噴出の火山灰が被っている I.~: などでも特異な遺跡、てe

あった 。 調査は . このような I~ 然的な環境の保存や

造機そのものの保存をA考慮したh法がは則された。

試行錯誤の末に.ハンドオーがポ リングと地ドレ

ダによるi立情的確認l調作ヵ、実施さtしその'九111

性が'，A証されるとと Lに，多くの成果を仰ること L

できた。熊倉遺跡の住居総数は20軒を越える鋭校で

あることが"i'll明するとともに可それらのli二屑祉の配

置についても，ほぽ確実にな った

住肘祉の発掘調作は，尾崎陣上の1-6号11肘祉の

調査に引き続いて‘7-9号の3申|が新らたに;初公され

ている このうち， 7号{土1~'.tu:は地表面に1"1地が伐さ

れているたったひとつの11'1，';&であり. トレ/チ法

による』調査によ って， f主1，';'!!1に1"1'う1"1)也であること

の確必にとどめた またー8・9号住出掛については.

完射を行~:1.-\fì:Jパ円形熊立物の{i'， 仁 4人態の観E4

などによって. J1!;'f主のあり }jを'-1-'，し、にした調1;ヵ、i1 

なわれた。j集落の年代も!}jl/紀後半であるとの確JI[4-

111ることカfてe きた。

-}j，熊:it遺跡、の実態解1111のための総合的な分析

もぷみている 初年度調丘によって朝iJl'防長仲 lーに

よって命名きれた1出合火山!火の分布訓併は守火山災

害の彬轡が.熊u遺跡、の生活にi1l按|如来したもので

あるのか育かを知lるために実施された 県内平野rm
ではi.le間山や榛:1'，iJlの火山川動によ って被占を交け

た水f11.I'.;'J， ~i'i品などが.o.jff されている 今1"1の品
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おわりに

作では，能{rj立跡の!Litiに直般的な災占ーはりえてい

ないことか判明したが.火山灰の降ド年代の掛定に

よって集部の生活Iluの把併などに役立っている な

お.火山!火の降ド年代決定については.肱身f刊炭Ji

"Cによる年代測定t1 jなったが，，t、だ年代他が:1-¥て

いない。

フラントオハール分析1:1，熊frill跡内生生nu也iに

ついてのアフロ チの一環として行なわれた 以内

水回祉における稲作問題で成果を 卜げている}j法てー

あり ，藤IJ;t宏止-:t卓上に依軒1しての凋先である。1出合

遺跡て'1:1畑刊問題の追究と Lてキヒ肢の摘tHをぷみ

た 現在まで.キピ族的摘出に成功したが.ニれが

A&.tg.種であるか否かのHlJ胞が残っている。また.同

時に検出されたススキ可7ケのプラントオノ、-Jしに

ついても句キピ族との|見Jj1!て'興味あるデータを得て

いる 。 今後のiIl'll!な検 I ; 't，~題とな っ ている 。

民俗学的分析を千葉徳ftI博1ーにお願いした 六合

村町風1.11を民俗学的に分析することを目的にした。

また このアプローチに|悶J車して，訓告只相Ii.が与

Jγ下と民俗?の接山をポめるべ<.隣地長野県栄村

の秋山郷や目的。，{推柴村の断食も同点みられている。

その結*.能登を中心lこしてf:i，紛lli端的生前様式の

分析が試み句Il，水HI桝作を中心にした盟十主み生活

械式と， ，1;'1 (畑)作M作を'11心にした山怜みせ二川限式

的lえ分カイ~，y:.1l 1 ~されている

また.今["1の発ぬ1，制作の第一義的1/(1';であ った遺

跡、f!il1'1 については. 発~~L制作によ っ て得られた資料

をLとにして H体策が，.v;じりれつつある 文化財

11政にたずさわる六{j-村教育委H会的;11当おによっ

て !f色合ili跡、を似底にすえた村づくリ桃悲!4正案む徒

イ、された 熊ir遺跡的総合的な訓伐ととむにや'fかカ、

肝:動を始めた!'，さがある

ltii去に. 二ヶ年にわたる今凶の51:1.;，制作に.H々

御桁;1)" if/l↑品 JJ¥ 、たたいた I~H，f，，;n氏に対 L 深此から

の!ふ1射をする次第である。 (松山栄治)



資 料

本資料は‘ Uß相58年 8JJ8 ' 9U に行な った民併のIIlJき取り ，J~査の記録である

調官には.l(fWtの千葉ft爾，与一山'''{の能登健 小品欽 fがあたり ，六合村教Yff'

員会から中沢久古が同行した。 また.山村正夫氏については能登・小島のみで対応

した。 tキlilrrr.の品しは 2時間j![<に止んでおり ，すべてテーフに収録されている。

本資料は，そのうちの主要な部分を制!H.まとめたものである。

蚕半本多春畳氏明治 38年 1月 25日生

今日はお若い頃の村のよ

うすをお伺いします。

その頃は 外へ働きにい

ラスは~，ないといヲので吊した

牧草地は点々とあるのですか 部必ごとにまとめてある.

馬ー!1ftあたりの止唱はないカ、ri数でだいたいの見当にした，

kギは 昏雌んな頃17戸あ勺たが.38町事ポ7ヤがある

くのは変わり打て)1-で II~ あたり 2 町か 3 町なければためだった。 1 年中市メ1I っ

重労働すり ，.食べていわ て IGにくれた l . 秋の彼L~.生にやる|二し草刈りというのもあ

れた おりのaまでも百姓 った 刈りJ-lにする人はよ鎌持っていって両方からメ1Iつ

やる五だ〈たカ・ l町歩 てs'々日まで釘いて 6把か8把で l卓(ぼっちにして立て

'*'多春-ma:

くら L、σ)f1々グ)，、タヶIゴ

った 問L1反 I}くらい

つく ってたが，屯労働だ

L!~れなか った。 闘争の

とき 立料がないから|同総できるところは|品1q'した えん

カ£でt井した ノ?もたまに1;11史う ヨ

l日どのくらい仕事を Lたのです力、 イト光f'勺たら 4畝

Jj;<鋤かえせなきゃためた 秋1;1r UEえとい てササやカ

ヤをあぜに入れるので 2畝Jtたな。(イトは)入れるものカ、な

いので入il~: ~ 、。(カヤとかササは)メ1Iったままで入れる。だ

から深〈投げこまなくてはいけない 無肥料じゃとれなか

っIc，

アワ ヒエ・キヒ ・ムギなどをつ〈るハタケや，その順序

は決まっていました力、 ムギが I年おきた その旺 ム

ギの徳カ、Hlたところへ3にの1I1でみんなサクあげてヒエ・

アワダ イス アスキキヒ なんで Lつ< ，た上地

によって適Lた場所は科験でわかっていた (附は)サクを

あげといてそこへII'(つくる剛I-f.は 11'1分の'主て勘案L

た トウモロコノの他は週刊しないよヲにした ムキが五1I

1)入il終わると.ヒエたのか伸びて きてそれを "1り入れる

とまたムキを帆える.そのハタケのいい所をil!lんて‘{刊えば

l田f'tつくっているとすれば，太ムキと '1、ムキで 15っか 30

畝)ずつくらいつくヮて，あとはあけておく

遣いハタケ ・ 近いハタケといった区~IIはありましたカ、

多少はあった ダイコシ カブ イモはと勺てきて宜へる

から近い布がいい

ハタケが鳥や獣にやられて被害があるということはありま

した力、 ススメとかストトとかいつ臼に一昨宜われたけ

れど1[1しないということはなかった ，、トやウサギむきた

7"7カ、出るというのでカイコのカコで慨したり ，的 fを'ii.

てJ-lておく .1日で301.-っち.5 I:iくらい刈った 10 )j 

FIりから 11月にかけての「的問る前に. fl草小民に収納

した

木工は，土地の人がやったのですか 全部土地内人た。

おやιヵ、つ〈る人はそれに教わってやるからつくれるよつ

にな Jた 小雨よリ下の人はつく句主いが . 

固有林はどの〈らいあるのですか 長野県は頑のいい人

があって貯までみんな民有地にとったといヲが，こ っちは

山町メハをと ってく ると (h;布地なり )鋭金でやられるとい

うので.少なくとっておこうといつわけて 90%ぐ句いは

同心件た (本は)払い下げるというより ，黙って伐りゃよ

かった そのうち 営林胃が f，'i.jltにできて相当区さんカ旬、

るよすになったからもう l本ι1えれなくなった

山仕事に入った時，小屋をつくるのですか はとんどっ

〈ったよ 、ドり主ところにとミ且朴をたててササやカヤを刈

ってかけた ものだ。そこで税たり ，飯たいたり. (木 lの)

作;rヵ、できるとけの止さきた。場所がちがえば.っくりか

える 炭焼きら窯の脇に小出がけしてこ もった。

山に入ったらずっ と下りてこないのです力、 食料を奥さ

んヵ、 "III~ でき"け')ゃ，自分でしょっていかな〈て1;1な句

主いカり， ドりてくるよ 山では本を伐って細かくして荒

本に Lて止体的時好を と勺て軒くして山から持ってくる.

山由仕事は専業でやっていたのですカ、 専業でやる 人も

あったし.ほとんどそれやらなければ現金収入がないか旬。

汗池町民'正町人も冬は'却にやっていた (本院は)白が多か

った '11は2訓〈句いた 石烹た 引は土窯だった (鍛的

州出:.1)官いのでほとんと 生産しをかった。 鍛冶昼から特別

にLってニいといわれて焼くくらいだった。(;f績は)背中

と H~た 貯の慣路は中 jitたった

ワラビはどうです力、 ワラビは.どこの家でも というわ

って吊Lたり.かかしを ¥1:てたりした カラスを吊せばカ けではないが相当ゃった どこへ打っても井戸へいけば立
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臼があった ワラビの恨は細〈長<. トウパで掛って制に っていて句 111の出来山によって粘卦 Lたから腕のいい人

した。(ワラビ粉を沈澱させるのに)桶があった。それに本を はたんともりえた。

流して沈澱させる. 木を伐る時，山に l人でいるのです力、 1人でやるのが

山には薬草カ、ありましたカ、 セノプリ ・ユキノンタ ・ダ

イオウレンなどカfった。キハダもある。(山山内華民主どが

当然たが、新潟へ行った時は瓦だちと共同て山をやった。

縁ぎ尚をI.Jじに Lて。 !riJ級司だかり(q'民くやった。

米ていたのてす)漠 }J ，~草はそんなに使わなかった でもセ 山仕事で山に入った時+ニ様をおまつりしましたカ、 11， 

/ブリは ，')痛にいいといヲのでよくくれたが。今は造林し

てしまって絶えた.ポクヤにいくらでもあった

f書州町方とは行き来があったですヵ、 おらが小学校上が

る頃，~とと柄をずいぶんつけて信州町人が来て，おらの家

に泊った こっちからもワラビやLゃくしをもって行った

ね"̂根広 中村信太郎 氏 明 治 38年 l月 12日生

月 1'''':'さんもlflllしてi!'Jでも飲んで釘まいり Lた。そilに12

日は木を切っちゃ ならない。草刈りの11'Jもはやっている。

人山では，木工をやるのに家で作るのですか 世し輿へ

入った時は、小出をかけてそこで本を切って作ったが，近

所同時は通いでlljどりして作った (]HJlt物などは)家てーやっ

ていた。大鍋かける火を燃やさなくちゃけ¥>k:な，'0 そのは

かも)冬の{上 1>だから家的中てFゃったもあるし。簡単に家の

ここで生まれたのですカ、 Ji(.;雇て・生まれた。 24~ の時， こ 脇とかに小起をかけてやった人 Lある。

こへ智に米た。(正町家では)股'1iは兄i'tと姉さんがLてい

たのを予伝っていた 1 山仕事もね。当時とすればしゃもじ

をつくらなければ仕事がなかったので，崎玉県私文部大滝

村や新副 長野にかけての秋山という場へ行って、 しゃも

じっくりをした。忌締さんがもっとつくってくれというの

で新同県町山ノ内村へも一年行った。(新潟は)下応井郡と

長野で沢ひとこえの境だ。号?が降るので秋は熊が出ておっ

かねえ。

誰にしゃもじっくりを習ったのですカ、 先輩だ。メンハ

つくる人はメンパ，しゃもじっくる人はしゃ ιじと区分さ

れていた。Lゃもじは木を乾かしたらだめだl，しゃくし

はJL太を切ったり割ったりして仕上げる 曲げ物は特殊で，

板をとっておいて乾かさなくちゃできない。わしは曲げ物

をやったことはない。おやじはやった.

おやじさんは曲げ物をやれとは言わなカ、ったのですか

まあだいたい親同意見でやってるが，親が曲げ物教えた人

は.この部議にはいないと思う .私は製に来たから崎五や

新潟へしゃもじをつ〈りに行ったが，似広町人はそん主人

はいない。しゃもじには日ぬという判lを押した。

しゃもじの木は何が一番いいのですが プナ何本だ。プ

ナ山へい〈だい。ニニにはないが.地F.へ行〈と l司がぬ〈

いのでJにきいプナの本がある.祉がよ〈ないと割れないか

ら細工しやすい良い木を選んだ.ミズブサといヲのがこっ

ちにあるカヘそれもしゃ

もじには適当なんです

夏に材料をとるのです力、

そうです。

本は払い下げですか

元締さんは入札でと った

でLょっけれど.わLは

扇われていたから出来向

山仕事というのは他にどんなものがあったのです力、 炭

が光れる時期は炭焼j それからhl恨版割った hlm似は

草4柱あたりて"'N.れた。

お若い頃の農業はどのく勺いだったのですカ、 水111はな

いですよ。 l町は畑， 2反は桑を Lた あの当時はムギの

冬作と，春になってそのサク入れにヒ エ・アワ キビみん

な砕いた。ダイズも自家用に砕いた

アワとヒエとどちりをた〈さん作ったのです力、 ヒエが

主立て'した。アワはもち木町材料だ。

オカボは作りませんでしたか オカボは傾向か高いから

ちょ っとつくれない。朝鮮ビエはつ〈った 粉にしてだん

ごに Lて食う。ぬくいうちはつまい

ヒエはどのよ うにして食べたのです力、 ヒエはいったん

董でふかして 1してから本卓にかけなければヰとになり主か

った それだから女衆的Tがかかったたよ カプを制lかく

切って 巨といてそれにヒエ米を入れカプ向ヒエ;f:にして

食った。カブにいくらか Itみがあったので主立になった{

大根よりカブを多〈つく ったのですか カプた'iJ

つくってはいけないというものはあリますか 白似山内

見えるところではゴ?とサトイモはつくってはいけないと

聞いている a 今でもつくら主いが コ'7のかわりにイグサ

(エゴマ)をつ〈る これをつ〈らないからやって〈んなと

いって昔的人は願をかけた

ワラビの根を掘って粉にしてもちを作って食べましたカ、

おぼえがある 京塚にいる頃.A:向上というところへ"も

ち漏り"に了供向頃来た (ワラビ粉は}ジャガイモ円相粉よ

りうまかった それに中にすじiJ'あるので、ワラピ町制が

完れた 植木民さんが縛るのに使ったら Lい

その頃，今造林されているところは何だったのです力、

出広町山なんぞは， I阜野町ススキばっかりたフた

そのススキ町生えている所はポクヤということになってい

によ って告もら った。し たのですヵ、 [1'1有地だからポクヤではなし」ポクヤは他

'*'柑惜太郎民 ゃLじl本で単価が決ま にあった。固有地のススキl卓を造林した。
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その頃，野火焼きというのはあったです力、 ちょ っとは

比えがあるか. 11は良作物を坑らすイノン y やンカのため

に山やき "といって秋に火をつけて燃やした liはつっ こ

くって，イモやソハを荒ら Lたら Lい.

アワやヒエをつく っている時期は， 鳥にやられる という ニ

とはなかったのですカ、 野鳥もいるが_lJt )也が11.:かった

ので，影響がなかった

で火をたけるよつにな っ

ていた o (小屋は)そのま

まおいておく {村料とり

は lたいがい日対りでやっ

た 10月明で刊の附句主

いうちだよ 。 (!J物は)み

んな鍛冶屋て二iごってもら

った。(鍛治躍は)Hには

私 語嵐山本長+氏 明治 44年 12月 6日生 園圃圃圃E 圃圃圃圃 仰るった。

明けの山本さんですか い い え 行 向 山 本 で す 年取の 山本侵+長 山に入って薬草をとると

晩にきたから門松が飾れた 山伏カ、不動さんを Lよっ て新 力、副業はあ りましたカ、 H~ 制118年頃.甘楽部のかんべと

向から野反通って組 Lてきたといっている JIJIの飾りや

餅はアヶと変わらない

今この辺木がみな植わっておりますカ¥お若い頃は どうだ

ったですか だいたいハタケにして使っていた ムギだ

なんたつくる場をハタヶというー

いう人ヵ、やってみろとい フので2年〈句いと ってH¥したこ

とカ、ある こっちでは山ホウスキといヲわけだったカ¥は

て和!とい ったか忘ilてしま 勺た。(キハダとかセ/プリをと っ

てくるとい うニとは)今はな L、 家でぷしにつくっている

明記ifPI $1ニろか あずまげんじゅうろヲという人がやって

あら〈 をやったのはいつ頃ですか 昭布118年 ζ ろから いて.その人的持ってきてMえた ンャクヤクがこ っちにあ

だ。食料難のときた す1..'~l・ん 1.tげたがJtijfrλ減 っ た o (ヤ

キマキは)秋山ιゃよくやってたが.群馬県じゃ1mかないな。

山を焼くということにやっぱり国ヵ、許可を H¥さなかったL，

みんなも山を焼ニヲと州議Lたことはない ハタケたけで

1:11に合った (あら 〈は)みんな脇にころがし:11しといてぶ

った

ソパと力、アつは蒔 〈というのです力、 はい ¥1. Lそうた。

つくるという のは，何と何です力、 ムキ聞や j ャカイモ

(1;粧や太恨はつくるたな (麻やイクサむ )つ〈るたね だい

たい肥辛'H j: ~UEだけた っ た 。

る

昔の楓師というと だいたい熊とりですか 熊とばんどり

だ ばんとりは E皮をとる。熊は E皮と骨と ，;111は膏来に

なったし、サなんぞはみんな 11¥.焼きにして粉にして似薬に

した あかされにはみつろ Lいい 昔は#業に近い猟師が

却にいたか II近熊にかかれるlil¥帥は少ない。 ';7-1ヌ

キ サル ウサヨそがトウモロコンやvを立っちま った ウ

サギはl附如12年の白恨山町噴火で1-1(か降って宜べるものカ、

なくな って絶えてしま った。それまではひと守終われば守

120 ~Iiは針金のわ主でとれた 。 みんな食べた。

サトイモはつく 勺ないのですね ああっく句な L¥ ゴ? ところで昔は，蜂蜜をと っている人も いましたカ、 品h

Lつくらない そういう人もあ った。わしも町附布118 -9年の頃，判明メ11

ワラビ白根を纏りま したヵ、 はい ハタヶではむくて‘ リに凡でいって.慌の本に lーにな ってつるされていたのを

ポクヤ(てほった) あのJllI);.原)/1々 にな っているのはみん

な似った跡た。l¥iiっちゃ 11Jにして料而のところを掘るから

則った上が段になる 食 うだけでなく~円f1: '1'にみんな

拘!って恨を町"、て粉をと ったり 恨を事Itlにな ったりした。

そtlからワラビを干してヲピった。

王見金収入になるのですね そヲいうわけです (怖が良、、

町は)縄問万だ

昔は田はなかったのでしょ う 昔はあったか，本ヵ、よす

ぎて突が入らないから 問はょした。 若い頃にはあ った。み

んな治水だから (冷たすさた 1. (，ト円や盆円耐は)アワを使

ったり 買ったり Lた。

キの問の仕事は何ですか 若いヲらはワラビたカペそれ

をよ Lてか句本鉢をつく ったり _ Lゃもし削ったりした.

1車内中で。LゃLじっくリだのノンノ、(曲げ物}っくりする

人は出仕事に出たが.農業やっている人は出なカ白ったl 小

屋をつくってやったよ。111でも京の近所でもそうした。四

っかまえてかlっておいた それを 3桁にふやして光ったら

九u自11えた 目のいいヲちは.和とまさかり持って， し

ょっちゅう比っけにtl¥て州勺てきたものだ。 kきな木でウ

ロのある本なら何でもいL、。

どうやって蜜を出すのですか kきな穴をあけて町おっ

カ叫、てとる 本I止まさかりで &11んてーLまうから- ~うその

本に蝉ヵ、入ることはない

どのようにして きがすのですか 帆太陽の光がきした時

IIの吋た hないmいところに透かしてみると蜜蜂の飛ぶの

が見える.ただ光る玉に主 って，他の虫とはちがって H 

飛びはねるとスィとま っすぐ L、くのでわかる。 1日に 3巣

みつけたことがある。mの映いているところでは)そこへ行

って百置を」、いておいて見ていると .ずっと道つくって巣へ

jfったリ来たりするから，それをたと っていくと巣がみつ

かる

lつ巣をみつけるとどのく勺い蜜がとれるのです力、 (蜜

fIJくて上にカヤをかけて銘々でつくった 床は、Fらて二 中 向日は)まあ 1年のいいウロで311くらいだ。
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蜜をとるのはいつがいいのです力、 たいがい 9月だが.

冬にもずいぶん見つけた。冬みつけるには古の中町夜ばか

り宇くと.暖かい Hに出た峰がJ??えてw:に帰れないで死ん

で雪向上に落ちてるe どっちの月から落ちてきてるかで巣

がみつかる。

マ O lt:， 

領訪の原 中沢富士氏 大正 2年 6月 1日生

エは間引きをしなければならないが，木を混ぜてやるとう

ま〈散らばるので間引く時来だった。たねっこいはハタケ

でつくったからそばに水が必要だった。

草刈り場はどこにあったのですカ、 品木!阜のむこうにあ

った。 止半は固有地て1払い下げては草を刈った。下草と

いうのは日1)で.冬馬にくれるために刈る場所は25町宇くら

いです。野火がでて危ないというくらいススキが生えてい

どうして品木の村は苔底に集落があったのでしょう 伝 た。

州内方から逃げて来た人が逃げ場がないのでここにいたと 草刈りは堆肥をつくるためですカ、 そっです。(鼠般のカ

いうわけらしい。(信州と

の柑組は)おれの方には主

いね。恨広のあたりには

だいぶあったらしい。

諏訪の原は品木の耕地だ

ったのですヵ、 そうて寸。

こっちに主井t也カfあるのは

2人しかいなかった。(こ

この土は黒ポクーtで)ノポ

ヤは)カヤ刈り場といって.ずっと典的万円日1)のところにあ

った。そこは火入れもしない し草を刈ってはならない。カ

ヤを刈る為的留山です。

一頭の馬を銅うのにとれくらいポクヤが必要です力、 l 

町くらし、。下市まで入れると 3町くらいな〈ちゃだめでL

ょう。肥料もやらず刈るばかりだか勺，どんどん減る一方

なので.次の年は刈るところを変えないとだめだった。(馬

は)だいたい l 軒 l 頭，小さい百姓で 2 軒にJji~飼っていた)。

自分の馬を持っているというのは何人もいなかった。信州

ウともいフ L，クロノボ の馬喰から馬を{昔リていた。借り馬とかいっていた。 l年

命沢富士氏 ウともいヲ。地味として 借りると 10同とられる。入山に 5，6頭貸しておいて堆肥を

は最底でLょフ。台の tで黒ポクでないところはほとんど 運ぶ馬の必要な時に連れていって Lまった。 耕運機ができ

ない。ひどい所は， 20cm里ポ7でその下は浅間砂利(軽石 るまで借りた。1日l円にしかな匂ない時代だったが， (買

層)だ了。野草・オカボとーアワ ヒエ 花インゲンは市くか えば馬 l頭)150円くらいでしょヲ 。l頭ー財産といってい

らつくっていた。でも堆肥を入れずに連作したらほとんと た。

とれない。オカボは朝践が発生するので切干ばつの心配は 馬は農作業もやっていたのですか 農作業といって も凹

ほとんどなかった。 畑がないのてポf物を運ぶ程度だった。荷付場から下町人は

品木には昔っく勺ないものがありました力、 ゴ?とサト 金があったから n分で馬を買った。戦争中炭を補給するた

イモは六合村中.内m山のみえる所はつ〈句な" 0 内服きん

がイモの皮ですべって.コゆ?の木で目をついたからだとい

っている。ゴ7 の代用にイクサはつくる。品木と荷H場だ

けはキュウリもつ〈らない。

開墾はしたのですか あらく掘るのはずいぶんやった。

鍬で帰って，笹なとは鎌で刈って焼かないで全部町いた o

(-¥'"キマキは)おれんちのおやじさんのおやじさんの頃の入力、

ゃったらしいと話しておった。 (~ñ林する前は)ナラ ・ 7 リ

の自然林です。(草刈lり場は)春になると火入りといって山を

全部焼いてしまった。焼かないと春いい草がでなかったり，

iヰ虫がでるとよ〈言っていた。(耕作ではなく )ただ市を刈

るのに焼いたらしい。日影のさ{がなくなるとやったと聞い

ている。

大原のような高台の平らな所に水力、湧いているところがあ

めE唱が必要だった。

ワラビの根カ、ら粉をとりましたか わしはやらないがお

じいさんの頃ゃったわ Lぃ。ワラビの話を知ったのは.ダ

ムになる時 2畝あるかないかの青い場所が地図に 2ヶ所あ

ったのでおやじさんに聞いたらワラビの械を山からと って

来て恨を叩くのに，ワラビの叩き場を明治19年の改正にな

る時つくったと聞いた。それにカヤを下草刈りに行くとワ

ラビを帰った跡といワのがよくあった。まっす〈に団子の

ようにあった。(ワラビは)石町卜で木製の柄のついた槌で

un ~ lた。秋掘って冬叩いた。叩いて出た汁を流してしまう

と粉がとれないので、別に Lながら叩いて桶円上で椴粉を

とる Lかけでやった。粉も立ったし.恨は冬の間的-t;，衆的

仕半に純をなって売った。(布、ヵ、党之てかりは)なかった。戦

争中はイモでずいぶん(殿粉を )つくった。

るのですか 大原にはないカヘここ諏訪の原は湧いている 品木でも木工をやっていたのですか 品木では.おやじ

よo ;~.I，\ポクの下に水道がさまっているらしい。(品木原町万は)

水は全然ないです。だからダムになる時，品木原に行〈こ

が下駄屋をやっていたぐらいでほとんどな" 0 品木に 2人

だけです。入山じゅうに売った。それから草津の揚て明揚下

とはないと思っていた。 駄といってつんと売れた。他に薪を割ったり ，炭焼きをお

木をハタケで使うのです力、 自分でも飲むし， nEえと極 そわって草津へ売りに行ったとわしが千供向頃聞いた。

を混ぜて紬たねっこいq をつくるのに木をかついて・来た。ヒ
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世立山本民兵氏 明 治 40年 12月 19日生

世立では外へ行って働くという人はいなかったのですか

昔はなかった.ハタケにでない人は山へ行って木鮮をつく

るとか，炭を焼くとか倒木をとってくるとかした。(木仁)

などは生活の足しにした.そうしないとやっていけない。

おれは山小屋でしゃもじっくりをした。18，9オ頃から出て

2，3年入った。 Lゃもじ ・汁じゃくしと木鉢も少Lゃった。

山小屋は自分で建てるのですか 白分で建てる.中で仕

事するのだから広くつくらなくてはならない。笹でかこん

部落じゃどこも-I;:t!，(立は)うらでMlゃった。(冬に)若

い時は人一倍炭焼きの予伝いした。fi<嗣んだり ，袋に肱り

こんだり.運搬もやった 木工はやらなかった (1;ばあ

さんの尭百)

入山の衆とずっと長野県に近い方の衆はあまり昔は行き来

がなかったものですか 許はなかった。幕坂を通って小

雨に出た。役場は小l荷にあったから.この川沿いの道はこ

の1mできた道だ。

山本さんが子供の頃，ほかの部落の子とは遊びま Lたか

だそま小屋だ.おれは片品内藤原の方へ行って小屈をつく .)[沼に学校があったから。

った。冬はできないから8早〈行って勺の頃までいた。若 民兵さんはニの土地白人です力、 はいそうです。

やはり近所です。い頃はうちのハタケなんか予伝わないで山にばっかりいた. 奥さんはどこからきたのですか

うちには帰ってこない。

山に入ってむこうの木を払い下げたのですヵ、 職人をつ

れていく元締きんちから.払い下げたのを売ってもら った。

10人〈らいで， みんな一緒に長屋式て'ゃっ た 。 仕事I~ 1人

ずつ別にやった。自分で一生懸命やって出来高でやった。

みんなしゃもじっくった。しゃもじはプナを使った。本鉢

という人はいない.メンノぐは冬2晶うちでやった固

越後と力、信州の方へはおいでになったことはないですか

信州雑魚川，秋山内方へ行った，(枇山町人たちは)日笠をこ

さえていた.

秋山の方と縁組はありましたカ、 秋山から来たという人

は必に聞かない。

世立の土はどんな土ですか 上町万はノポウ上て耕作

に)かかるには楽だが.機れい、。下町万の土l立， ik主とい

って石ヵ、あって眠いが。太ごとして一同つくれば. (ノポウ

より )収慢がよかった@

討議山本嬉氏明治 45年 5月 18日生

引沼には沼のようなものがあったのですか 今町中学校

的所に，止さいものではなかったが浮草などあって水が真

雪が降る前に降りてくるのでしょう 近所の山にいる時 汗てー深い泊があった。今は弁財天町社がある。

は.2tが降っても出ていった。歩けないほど降らないし.

宜料がいかないようなこともない。おれはちょ っとすきが

あればしゃもじ専門で山へ行った。

結婚してカ、らも山に入ったのですヵ、 近所の山へ小屋か

けて泊まりでしゃもじっく った。2，3ヶ月入っていた.

引沼で一番戸数の多い時はいくつくらいありました力、

29.30戸程度だ。

ニち勺の山本さんは明けの山本ですか そうです。門松

をたてないおです。戦さに il:lておせきとりの晩に#れず，

明日町明け }Jに帰ってきたので，おまつりができなかった.

(結帰してからも )農業ばっかりできないから， Lゃもじゃっ 山本さんは農業をおやりになったです力、 はい。若い時

たり炭焼いたりいろいろした。 は凶んぼもだいぶやりました。2反Jj;(ルついです。(水回は)

しゃもじと炭焼きとどっちが企になりましたカ、 炭焼き おもだった人が10軒くらい楽しみにつ 〈っていた。その頃

は金にならなかった.

+ニ織の日はどうしましたか ( 1-こ悌肉体みは)あった。

10日も働きゃ休んだ。1ヶ月も 2ヶ月も休むことがあった。

そういヲときは魚つりに行った.山には.-1;:物の荷物のき

れでツギハギを Lた若物を清てい〈こともいけなかった。

朝草刈りは青年目頃行きましたか いや朝草刈りは兇は

山本民桑民

刈らない.女仕事だから。

女衆が馬ひいていった。

馬に 6車つけて l束自分

て'Lょった。

じゃあ男と同じだ。近〈

の部落でお話聞いた勺男

衆がやっていま Lたよ。

知っていましたか 知

らない.でもこ っちでは

女衆ばっかりだ.入山の

にすれば.この辺では引沼が 番目が多かったo X正時代

(町頃)です。(それ以前回んばは)なかった。

水田耕作のお話をして下さい (水まわりは)山凹で水も

ちが悪いので l日2固は行かなければならなかった。アゼ

から横に漏るので(造成時に)アゼ町内側を木のかけやで叩

いて凶的て.X外側から叩いた。この辺では水口といってホ

を入れる冷たいところがある。国には夜水を入れて益水口

を止めて日光でホを充分暖めて，また夕方行って夜木を入

れるというJ日一合です。水何人る道に 1111がり目を 3本くらい

つけて水をぬるめて本田へ入れた。まわりをつき固めた嵩

搬りの堀て二巾は 2尺くらいです。温地の因。につ〈った

[uんぽは，山内干にぬるみ(由るめ)という講を煽って沢へ

水を紘いた。そうそヲ，その時，今くろねりと言っている

が，鍬や馬で耕していた。段々の回で小さいので10人くら

いが行ったり来たりすれば終わりだ。段々は大八卓で土を

出して人力をつくった.
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収種量はどうでした力、

あの時分は今に比べれば

半分くらいでしょう 食

うためというよりド分n
↑量のよ 7なところカずあう

た。戦i&.ヰミヵ、目己給にな

ってか句tl々 岡でJd>す

熊窟山村正夫氏大正 7年 9月 15日生

お生まれはとこですカ、 Hf郡上野村太字新羽です。

( Iffiuへは)町f初35年 4R 19 8入MLた。

入植のきっカ、けは何ですカ、 県内農政事務所の.b)~長を間

L、て応募したの用者りに会社はある L 国有林で材木町村 F

ができると思った。最初jは 7世帯だった。

最初にここに来て，この平らな土地や黒い土をみてどう思

るよりはとやめてしま っ いました力、 Hあたりは早い L，どっ Lてこんないい所

た。収機五lも少ない。

山本磨氏 昔はほとんどハタケの農

業でしょう はい。でも自給はできなかった。秋収純し

たものが来年ムギがとれるまで足りるといす家は少な iJ>っ

た。だから他から正面Lた。

ハタケではどんな作物がとれたのですカ、 ヒエ アワ

朝鮮ビエ ソバ イグサ(エコ 7) など1'1家 ~j に何でもつく

に人が住まない円かと思った。上はむがなくていいと，官、っ

たが， 多野と-tli>lが反対で可 lヵー引くて下が亦いので 多

~f' グ) Jjカずハタケに肥料がある。

多野に住んでいた人がこの土を見た勺いいと思うでしょう

ね いいと思フでしょうね。

当時，熊倉は開墾してあったのです力、 いいえ，まだモ

ととか雑木町株つがあった。それを千でfえって燃料にした。

った。 限は県か句ブルトーザーが来ておこ Lた。(杭やポサは)その

作物をつくるというのですか，蒔くといつのですか は 場で燃やした。(八制したとき)ここはカラ7 ツ林を1>:って 3

とんどつくるといいます。

ゴマとサトイモをつくらないと他の部落で聞きました力、

そうです。それはずっと庁か句あります。

ヤキマキということをなさいました力、 ヤキマキグ)覚え

はないが.ササベエ(笹灰)といって笹の葉を山へf丁って l

H刈って燃やして それをスゴといす入物に入れて肥料に

つくった。ソパなどにはi血Lていた 間有林(の.w理)がや

かましくなって火をたけ主くなってやめた 昭和の初め頃

までだ。 11司有林の使用は)以前はたいしたことなかったが句

その後17るさくな勺て)民布地でやるようになった でL明

治 9年当時 l銭か 2銭円地非かJ:(えなかったリ 削1人地に

すると問題か多いとい 7 ので，その l~有地についてもあま

り欲がなく .少なかった。

山本さんは山仕事に入ったのです力、 五Lは町 しゃくしな

ど少Lやりました。先組もやって来たので道Hもあった。

木には青木と雑木ヵ、あって，メ/ハはマソ サワラなど市

緑樹。 しゃくしはハンノキなどの雑木を使った。だか句メ

/パをつくる人は青木附‘ しゃく Lなどをつ〈る人は雑木

師という呼びr，もあった (木鉢は)私もつくったがkきい

本が必要なので材料が限定されて太企だ 専門にやる人は

L、なカ‘った

木工には道具が多く必要ですね そヲです。だからfI分

の好いている分野でやるのです。しゃく Lをやっている人

が多いのは，大きい木がと少なくなって材料がそろわないか

らでしょっ。(鍛冶屈は)村内にはいなかった。

薬草をと って売るような人はいました力、 ずっと昔は自

家用にはとったが売る人はいなかった。ダイオウレ/など

は曲げ物の材料をとるついでに市場山あたりで掠ってきた

らしい。
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年Hくらし、で.径5cmくらいのミスーナラ(や(1陣主ど)があ

って下市ヵ、生えていた (クサビエ L)ハタヶにどんと。ん生え

るので抜いた。

最初来た時，住居祉の凹みはわカ、り ました力、 開墾が始

まった句かけらカ、11¥て‘昭和137年に調慌があった。凹';'1ま

ずいぶんあった 全部で3守 40はあったかな。水に近い}jに

よけいにあったらしい 間車Lて水坑ヵ、少なくなったが句

(刈水ヵ、あって 1*が山て川になっていた l 門みは 昭和36，7

年可1. 機械1m恕が始まってなくなった。

最初のうち，何をハタケでつくりました力、 タイコン。

トウモロコン.パレインヨ， ゾノ¥ ヒエ，花イノゲンなど

いろいろぷ作(1，につくった 最初Jのうちは健れた (隠れ苅

は)多肝ほどでは主いが、MLJ)こっちは由ih'fか11;いかり

て'".iJ 、そのっち純れなくな った。たぶん病気が入ったんじ

ゃないかと居、ヮ ~t~E をくれればいいグ)1.'けど 午を自司っ

ていたので堆肥はあったカ、 ハタケを広〈するには1Lりな

い。(キビ アワはつ〈ってみたが)多野町 }j/)'( kきく礼、L、担l

がでる。ヒエはTにくれる為につ〈った。

何月ごろか勺ハタケはできな〈なりますヵ、 II月初旬，

以慨が終わっておわりた。 イヒインゲンはへたすると l回雪

'uJになるとどんどん降る。

( 't;カあるのは )11月から 4

円15~ (句 L、まて"だ。 2

円が一番だが械もるのは

40cm (句いで.ii!もる

より耽勺でたまるのがす

ごL、

山村E夫氏



多野ではどんな農業をやっていたので

すか ヤキハタをやった 夏刈りと

L、って草刈って fLて火をつけた。ア

ラ7とLいった 紋初ゾパ 2年目に

アワ ヒエをつく ってだんだんジクパ

タに Lて何jにつく ってコ/ニャクを抽

えた 多軒町 1-，は、真士といっ品、っぽ

い判， 1質的 iで.-tjカ、だい-，-あるが，地力ヵ、あってマメに

のアスキだのには肥事十はいらない。だカヘでき I13は生ない

L ハタケは料[Mで作業がきっかった@

農業やる場合。多野とこち勺とどうですヵ、 II!'れなくて

動物なんか出ましたカ、 77bシカ

も出た モロコンをつ〈ると:;?に食

われるのて1悶阜ででたカヤを燃やして

おいたり火にあた って食べてた。火の

そばにク7 内JUらととお尻町あとがつ

いていた l晩くると 2反くらい実的入

ったいいところを宜ってしまう o ムン

ナ(世グマ)も米た 性IHIでも来てモロ

コンを立ヲ 化インゲンの実はハトに

やられる e キジ ・ヤマドリは7 メを I

つずつ.っついて食う

午は林業ですか 昭和40年までは鉱

山で訂を掛ったリ j輩出したり Lた。道

路町舗i且はり ιゃった 最近はいけ花

村料的アカ '/''/ル メプキをとってく

る

ワラビはとりました力、 来たときは

ワラビがたくさんあ って1;q-J!へ完りに

いった.旅館では[JI(として出す。朝 3時

、l'から 8[時ごろまでで101'IT1くらい掠

った。中山緋検1;が厳しくて昼間1は農業

やって， J)!常収入をワラビでとった。

(そニは)M林する前は小含の人のポク

ヤだった カヤや41を燃やLてワラビ

が:ilやすいようにしたら Lい
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コメント

民俗調査からみた六合村の風土と熊倉遺跡

もこ っちは!ムいからいい ，、7ケが庭みたいてすくにいけ 調世は 熊倉遺跡的性格解明を目的として 入山地区で

る 台風と a告書がなければ.(健在む }慢れる 日合的ここ :主砲した。9，10世紀に限定される熊倉遭跡的 時的な集

と国代僚は山てやられる 沼市地の意味を解明するには.この地域内風土を明らかに

今」リ返ってここに来てよ力、つたと思いますカ、 年とる することカ冶不可士だったからである.

まではいも、とニろです。年とってからは医持にいったりす 六合村は 吾長川沿いの各町村か句は隔絶Lた地帯にあ

るのカ、太変た たっている。その名の通り，入山村.小雨村，太子村.日

影村，赤岩村ー生須村の6つの大Yーが明治33年に合併して

できた。現在白砂川沿いにある幹線道路は.近年同野反湖

町開発によって貫通したもので.それまでは入山内人たち

が小雨に行くには， ぐるりと東へ回って井坂峠を越えたと

いう。合併した 6村ではあるが，最も奥地にある入山は，
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他的5村とはさらに隔絶された村であった.

入山町中でも.各部落の交流は少なかった。特に女性は

他の部落については何も知らない。世立の山本民兵夫主は

今だに，朝草刈りは立のする仕事で句他的部活の人 Lみな

そうしていたと思っている。交流が行なわれるようになる

町は.小学校ができてからのようである。さらに山村町近

代化は第三次大戦による出征での外部接触が太きく作用し

ていることも印象深かった。

Fムに沈んだ1\"11 -1、の部落か均諏，;Jj何日;uこ I がった中 iJ~i2"上

氏は，品木が谷底にあった理山を， 10:1州から逃げてきた人

が隠れ住んだのだと話してくれた。これは活人伝説で，人

々が他所から移り住んだことをうかがわせる。また“明け

の山本 .w向山本 町伝説は，いつ山に来たかを物語る話

として興味をひくも何である。しかしこれ句の伝説は，

白恨山信仰によるといわれる祭忌作物の成立などとともに.

それがいつごろ発生し，とう変質して今に至っているかが

わからない。熊吉遺跡的性物解明のための直接的な資料に

はなり得ないだろう 。もL，これらの伝説ゃの仰に歴史的

な継続性があれば，それは，遺跡的分布に関連して考証さ

れf呼るであろう 。

入山内農業はハタケ志向である。思っていたよりもハタ

ケが多い。その大部分は傾斜地の段々畑であるが。太きな

家にはー町歩もあった。焼畑町存在は確証が得られなかっ

た。木を伐採し耕地を開拓する作業はあったが，ほとんど

が 「あらく J であり定パタ化を志向Lている。これは土地

同大部分が同有林になり山を自由に焼けなくなったという

事情から焼畑が残存していないとも与えられるが.むしろ

焼畑を Lなくても定パタ化できる土地があることに起因L

ているのではないか.

入山町人は.土壌を「黒ポ7土J と「真土J とに区別し

ている。梨ポ7土は火山性の土凄で般性が強〈。作物をつ

〈るのには適さない。熊合や諏訪の1Ji.など高槻高の平らな地

形を厚〈覆っている。真土は，茶色町堅い粘土質的土て二

石も混じ っており.斜面に集中 Lて分布する.現在的入山

内部落が斜而に集中するのは たとえ広〈平岡なート地であ

ろうとも厚い県ポ7土の堆横地よりは.傾斜地て二石も混

ヒっているが段丘患の真土的所を経験的に緋地として選ん

でいるからではないだろヲか.黒ポ7土は，ノ yポ土・ノ

ポウと枯:されて，耕作不適土の代名詞になってもいる.こ

れに対して.真土は定パタにできる地味なのである.

厚い県ポクの酸性土壌のために人が住まなかった熊合同

地に戦後入植した人たちがいる。山村正夫夫Jtは，入制当

初 rどう Lてこんな平らないい所に人が住まないのか」と

感じたという。山村夫妻は多野郡上野村の出身で，そこで

は怠な傾斜地で焼畑"(これも定パタ志向て1 本来 rあら(j 

であろう。)をしていた。広い平問地を有する熊合ではー い

きなりハタ作を試みた.最初はよく積れたが，数年で様れ
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なくなったという 。これを夫妻Iム病気が入ったためと考

えているようであるが。開拓当初の山林焼き払い作業が，

まさに凶焼畑。としての効果をあらわしたものの，数年で失

なわれた結果といえよう 。現イ土はこの収機減を金肥の投入

で手当しており，反当り収機量的少なきを耕地面積の広き

でカパーするという組政的農法をとっている.さらに.熊

合同地が農耕不適な理由がもヲひとつある。高台で日当た

りの良い平岡地ではあるが，ひとたび祐にあうと作物は甚

大な被害を受けることになる。霜害か勺逃れるには，谷筋

への移動しかない。

終戦後のよヲな大規換な計画的な入Mでなく.古代に人

々がこの平らな土地に住みはじめたらどつだっただろうか園

熊倉遺跡的集落が. 9世紀後半ごろの一時期に限定 Lてい

るのは，この地味と気塾長件によると考え句れる。どこか

らか熊倉に移リ住んだハタ作志向的集団は.日当りのよい

平らな土地で農耕生活を始めるが.県ポク土や霜警のため

にハタケができなくなり ，谷筋肉真土のある斜面に移動L

たと考えられよう固

水聞をつくるようになった町は新Lい。Lかも，それは

軌道にのってはいない。戦後は.棚田で苦労するよリは配

給米をと，やめてしまった人が多い。水田志向はほとんど

ない。ま た入山では，木工が冬の仕事と Lて行なわれてい

る。山本民兵氏や中村信太郎氏のように.元締さんに連れ

られて新潟や長野町山まで木工的仕事をしに行った人もい

る。しかし六合村周辺には良好な材料(大木)がないという

ことからも.入山内木工は広雄に知られるような特産物と

いう形ではないようである。作ったしゃもじに「宮品」円

印を押していることからもそれが窺える。入山で1;1:.木工

はわずかな現金収入のための生活に恨ざしたものであった。

本多春長氏も 「それをやらなければ現金収入がないので，

ほとんどの家で木工をやったJ と言っている。それと同様

な意識て1 ワラビ採りも炭焼きも屋椴板割も仕4にしてい

た。農業に依存する自給自足的生活の中でも，これらの産

業は，あくまでも副業的存在なのて・あろう。六合村の木地

仕事は. 仙人 のような職業集団を形成し得ていない。以

上のように.六合村は山間地であるにもかかわらず比較的

古〈から広域なハタ作が官なまれていたと考えられよう 。

今囲内調査は，入山内風土を知ることによって熊合遺跡

的性絡を解明することが目的であった。聞きとりによって

得られた資料のうち，特に参考となるのは !fAポク土と真

土の地味の相違と，霜のおリる場所のちがいの問題であっ

たロハタケに適した地形と池味的違い，それに伴う局地的

気象(小気候)町問題などは，六合村内内のさらに微小な地

域住をうかがわせる大きな問題でもあった。そして，こ町

ことが熊倉遺跡の成立と断絶のプロセスを語るときに重要

な一要紫となるのである。(小島 敦子)
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